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困
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に
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り
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次
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下
仁
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長

（
○
○
課
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お
願
い
し
ま
す
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８
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金
）・２０
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水
）・２７
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水
）

の
予
定
で
す
。

固
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介
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５
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後
期
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者
医
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料
５
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納
期
限
は
１1
月
３0
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木
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita
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転入  9人/  出生 0人
転出  9人/  死亡 15人

（10月1日現在）
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ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　太　）
（姉　妹）
（　浩　）
（　浩　）
（元　子）
（宣　行）
（　茂　）
（初　男）
（　睦　）
（典　昭）

中　央
上青倉
下青倉
下小坂
下青倉
中小坂
下　町
大桑原
下　町
城　西

須賀　悠登　 　（大　東）
南　　歩果　　 （埼玉県）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

永井　八千代
神戸　幸作
福田　光男
安藤　健
大河原　國勝
永井　ケサ
大島　とよ
浅川　さち子
阪本　𠮷子
岡野　和夫

～雅なお囃子と勇壮な山車で華ぐ秋日～
伝統の  下仁田秋祭り”

１０月７日・８日（当番町:東町祭典委員会）

撮影者　馬場秀次（仲町広報係）撮影者　馬場秀次（仲町広報係）

　令和５年３月１日以降、新たに
マイナンバーカードの申請を行
い、取得の際に下仁田町の住民
基本台帳に登録されている方を
対象に下仁田町商業協同組合
商品券（５，０００円分）を交付いた
します。☎82-2112（住民係）

新規取得者へ
商品券プレゼント！
新規取得者へ
商品券プレゼント！
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歳出　53億7,978万円

　令和4年度の一般会計の歳入総額は54億8,861万円、歳出総額は53億7,978万円で、前年度と比較して歳
入で6.0％の減、歳出で6.1％の減となりました。歳入歳出差引額は1億883万円となり、繰越事業に充当する
412万円 を差し引いた実質収支額は1億471万円 の黒字であり、翌年度への繰越金としました。

歳入　54億8,861万円

約169万円

人口

世帯

※令和5年3月31日現在

6,470人

3,185世帯

1世帯当りに
掛かる費用 約83万円1人当りに

掛かる費用

約２６万円1世帯当りが
納める町税 約１３万円1人当りが

納める町税

令和4年度末財政調整基金残高
21億4,102万円

（町民1人当たり）
約33万円

令和４年度末起債残高
47億5,204万円

（町民1人当たり）
約73万円

性質別分類とは

　全国統一の基準で地方公共団体の経費をその経済的性
質を基準として分類したもので、財政の構造上の特色や、
その良否を判断するために活用されます。

補助費の主なもの
一部事務組合への負担金等
・下仁田南牧医療事務組合　　　　　　3億57万円
・富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合　2億2,785万円
・甘楽西部環境衛生施設組合　　　　　1億6,238万円

普通建設事業費の主なもの
道路･施設等の建設改良費
・町道橋梁改良等　　　　　　　　　　1億6,648万円
・県単林道改良事業等　　　　　　　　　  3,091万円
・荒船風穴サイン整備工事等　　　　　　  2,749万円

■性質別■

職員･議員等の給与及び報酬
(人件費)　16.6%
8億9,052万円

物品購入･委託料等
(物件費)　13.5%
7億2,740万円

積立金等
12.3%
6億6,214万円

施設の修繕管理費等　1.4%
7,739万円

補助費　18.8%
10億882万円

児童手当･施設入所
負担金等(扶助費)
9.9%　5億3,228万円

借入金の元利償還金
(公債費)　9.4%
5億527万円

特別会計への繰出金等
6.1%
3億2,904万円

建設・災害復旧事業
12%
6億4,692万円

県支出金　5.1%
2億7,841万円

町税　14.8%
8億1,408万円

国庫支出金　11.3%
6億2,286万円

各種交付金　3.9%
2億1,191万円

分担金･負担金　0.3%
1,714万円 
使用料･手数料　0.7%
3,887万円 
寄附金　2.2%
1億1,953万円　
諸収入･財産収入　1.8%
9,984万円
繰入金･繰越金　4.0%
2億2,127万円

地方譲与税　1.6%
8,615万円

町債　5.1%
2億7,760万円

地方交付税　49.2%
27億95万円

令和４年度一般会計決算の概要
■一般会計決算の状況

決算情報決算情報

■地方債の状況（町が国等から借入れた借金）
◎会計別現在高
　 　

一 般 会 計

公営企業（上水道・旧簡水）

浄 化 槽 整 備 事 業

　 合 　 計 　

51億772万円

7億5,600万円

1億750万円

59億7,122万円

令和４年度末残高
　

47億5,204万円

6億6,060万円

1億1,023万円

55億2,287万円

 償還額（元金）

6億3,328万円

1億790万円

787万円

7億4,905万円

 借入額

2億7,760万円

1,250万円

1,060万円

3億70万円

令和４年度中

◎目的別現在高（一般会計分）

■基金の状況

　 　
総 務 債
衛 生 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
そ の 他
　 合 　 計 　

1億4,648万円
4億5,360万円
1億7,726万円
2億5,184万円
7億1,370万円
2億8,830万円
5億3,121万円
2億318万円

19億8,647万円
47億5,204万円

町営バス購入、庁舎耐震補強工事等
下仁田厚生病院改築、水道会計への出資
農林道開設改良
遊歩道、観光看板、公園整備及び道の駅｢しもにた｣建設等
道路橋梁新設改良及び公営住宅建設等
防火水槽整備、消防車購入、防災行政無線施設整備等
義務教育施設（校舎，屋体）、社会体育施設整備等
農林業施設・教育施設及び公共土木施設災害復旧事業等
臨時財政対策債、減税補てん債、減収補てん債等

対　象　事　業　等

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

歳 入 決 算 額
9億6,912万円
1億4,891万円
13億8,132万円

6,690万円

歳 出 決 算 額
9億6,139万円
1億4,709万円
13億3,597万円

6,590万円

差 引 額
773万円
182万円

4,535万円
100万円

財政調整基金

減債基金

水道事業基金

町営住宅敷金利子運用基金

町立学校施設基金

中西文庫基金

ふるさと下仁田応援基金

荒船風穴基金

道の駅しもにた基金

下仁田町子育て支援基金

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金

下仁田町公共施設等整備基金

下仁田町森林環境譲与税基金

下仁田町都市計画区域公共施設等整備基金

土地開発基金(現金)

用品調達基金

下仁田町収入印紙等購買基金

国民健康保険基金

介護給付費準備基金

浄化槽整備事業基金

合計(現金)

土地開発基金(貸付)

土地開発基金(土地)

土地開発基金(土地(㎡))

4億2,648万円

0万円

0万円

0万円

111万円

△20万円

2,770万円

254万円

200万円

△721万円

3,052万円

△680万円

752万円

△213万円

196万円

0万円

0万円

0万円

154万円

△401万円

4億8,103万円

0万円

0万円

0㎡

21億4,102万円

5,316万円

111万円

203万円

393万円

262万円

9,475万円

3,353万円

954万円

80万円

1億4,957万円

3億2,573万円

5,477万円

5,591万円

1億2,375万円

300万円

100万円

5,848万円

9,309万円

1,169万円

32億1,948万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

17億1,454万円

5,316万円

111万円

203万円

282万円

282万円

6,705万円

3,099万円

754万円

801万円

1億1,905万円

3億3,253万円

4,725万円

5,804万円

1億2,179万円

300万円

100万円

5,848万円

9,155万円

1,570万円

27億3,846万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

令和３年度末残高区　　　分 年度中増減 令和４年度末残高

令和３年度末残高区　　　　分

区　　　　分 令和４年度末残高
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報しもにた5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



歳出　53億7,978万円

　令和4年度の一般会計の歳入総額は54億8,861万円、歳出総額は53億7,978万円で、前年度と比較して歳
入で6.0％の減、歳出で6.1％の減となりました。歳入歳出差引額は1億883万円となり、繰越事業に充当する
412万円 を差し引いた実質収支額は1億471万円 の黒字であり、翌年度への繰越金としました。

歳入　54億8,861万円

約169万円

人口

世帯

※令和5年3月31日現在

6,470人

3,185世帯

1世帯当りに
掛かる費用 約83万円1人当りに

掛かる費用

約２６万円1世帯当りが
納める町税 約１３万円1人当りが

納める町税

令和4年度末財政調整基金残高
21億4,102万円

（町民1人当たり）
約33万円

令和４年度末起債残高
47億5,204万円

（町民1人当たり）
約73万円

性質別分類とは

　全国統一の基準で地方公共団体の経費をその経済的性
質を基準として分類したもので、財政の構造上の特色や、
その良否を判断するために活用されます。

補助費の主なもの
一部事務組合への負担金等
・下仁田南牧医療事務組合　　　　　　3億57万円
・富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合　2億2,785万円
・甘楽西部環境衛生施設組合　　　　　1億6,238万円

普通建設事業費の主なもの
道路･施設等の建設改良費
・町道橋梁改良等　　　　　　　　　　1億6,648万円
・県単林道改良事業等　　　　　　　　　  3,091万円
・荒船風穴サイン整備工事等　　　　　　  2,749万円

■性質別■

職員･議員等の給与及び報酬
(人件費)　16.6%
8億9,052万円

物品購入･委託料等
(物件費)　13.5%
7億2,740万円

積立金等
12.3%
6億6,214万円

施設の修繕管理費等　1.4%
7,739万円

補助費　18.8%
10億882万円

児童手当･施設入所
負担金等(扶助費)
9.9%　5億3,228万円

借入金の元利償還金
(公債費)　9.4%
5億527万円

特別会計への繰出金等
6.1%
3億2,904万円

建設・災害復旧事業
12%
6億4,692万円

県支出金　5.1%
2億7,841万円

町税　14.8%
8億1,408万円

国庫支出金　11.3%
6億2,286万円

各種交付金　3.9%
2億1,191万円

分担金･負担金　0.3%
1,714万円 
使用料･手数料　0.7%
3,887万円 
寄附金　2.2%
1億1,953万円　
諸収入･財産収入　1.8%
9,984万円
繰入金･繰越金　4.0%
2億2,127万円

地方譲与税　1.6%
8,615万円

町債　5.1%
2億7,760万円

地方交付税　49.2%
27億95万円

令和４年度一般会計決算の概要
■一般会計決算の状況

決算情報決算情報

■地方債の状況（町が国等から借入れた借金）
◎会計別現在高
　 　

一 般 会 計

公営企業（上水道・旧簡水）

浄 化 槽 整 備 事 業

　 合 　 計 　

51億772万円

7億5,600万円

1億750万円

59億7,122万円

令和４年度末残高
　

47億5,204万円

6億6,060万円

1億1,023万円

55億2,287万円

 償還額（元金）

6億3,328万円

1億790万円

787万円

7億4,905万円

 借入額

2億7,760万円

1,250万円

1,060万円

3億70万円

令和４年度中

◎目的別現在高（一般会計分）

■基金の状況

　 　
総 務 債
衛 生 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
そ の 他
　 合 　 計 　

1億4,648万円
4億5,360万円
1億7,726万円
2億5,184万円
7億1,370万円
2億8,830万円
5億3,121万円
2億318万円

19億8,647万円
47億5,204万円

町営バス購入、庁舎耐震補強工事等
下仁田厚生病院改築、水道会計への出資
農林道開設改良
遊歩道、観光看板、公園整備及び道の駅｢しもにた｣建設等
道路橋梁新設改良及び公営住宅建設等
防火水槽整備、消防車購入、防災行政無線施設整備等
義務教育施設（校舎，屋体）、社会体育施設整備等
農林業施設・教育施設及び公共土木施設災害復旧事業等
臨時財政対策債、減税補てん債、減収補てん債等

対　象　事　業　等

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業

歳 入 決 算 額
9億6,912万円
1億4,891万円
13億8,132万円

6,690万円

歳 出 決 算 額
9億6,139万円
1億4,709万円
13億3,597万円

6,590万円

差 引 額
773万円
182万円

4,535万円
100万円

財政調整基金

減債基金

水道事業基金

町営住宅敷金利子運用基金

町立学校施設基金

中西文庫基金

ふるさと下仁田応援基金

荒船風穴基金

道の駅しもにた基金

下仁田町子育て支援基金

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金基金

下仁田町公共施設等整備基金

下仁田町森林環境譲与税基金

下仁田町都市計画区域公共施設等整備基金

土地開発基金(現金)

用品調達基金

下仁田町収入印紙等購買基金

国民健康保険基金

介護給付費準備基金

浄化槽整備事業基金

合計(現金)

土地開発基金(貸付)

土地開発基金(土地)

土地開発基金(土地(㎡))

4億2,648万円

0万円

0万円

0万円

111万円

△20万円

2,770万円

254万円

200万円

△721万円

3,052万円

△680万円

752万円

△213万円

196万円

0万円

0万円

0万円

154万円

△401万円

4億8,103万円

0万円

0万円

0㎡

21億4,102万円

5,316万円

111万円

203万円

393万円

262万円

9,475万円

3,353万円

954万円

80万円

1億4,957万円

3億2,573万円

5,477万円

5,591万円

1億2,375万円

300万円

100万円

5,848万円

9,309万円

1,169万円

32億1,948万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

17億1,454万円

5,316万円

111万円

203万円

282万円

282万円

6,705万円

3,099万円

754万円

801万円

1億1,905万円

3億3,253万円

4,725万円

5,804万円

1億2,179万円

300万円

100万円

5,848万円

9,155万円

1,570万円

27億3,846万円

0万円

2億2,697万円

3万9,584㎡

令和３年度末残高区　　　分 年度中増減 令和４年度末残高

令和３年度末残高区　　　　分

区　　　　分 令和４年度末残高
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決算情報決算情報

1．健全化判断比率
◆実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、令和3年
度の一般会計の収支決算額は黒字のため該当はありません。
◆連結実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計、特別会計、公営企業会計等すべての会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの
割合になるのかを示す指標で、一般会計をはじめとして全会計で収支決算額が黒字のため該当はありません。
◆実質公債費比率　＝　8.１％
　　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標
で、早期健全化基準の25％を16.9%ポイント下回っています。
◆将来負担比率　＝　将来負担なし
　　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（一般会計の借入金など）の残高が、標準的な収入に対してど
のくらいの割合になるのかを示す指標で、早期健全化基準の350％を大きく下回り、０未満となっています。

２.資金不足比率
◆資金不足比率　＝　資金不足なし
　　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、それぞれ
の会計ともに資金不足はありませんでした。

下仁田町の健全化判断比率の状況

下仁田町の資金不足比率の状況

　 指 標 項 目 　
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率
赤字額なし
赤字額なし
8.1％

将来負担なし

早期健全化基準
15.00％
20.00％
25.00％
350.00％　

財政再生基準
20.00％
30.00％
35.00％

　 会 計 名 等 　
水 道 事 業 会 計
浄化槽整備事業会計

資金不足比率
資金不足なし
資金不足なし

早期健全化基準

20.00%

■健全化判断比率及び資金不足比率

健全な本町の財政状況
　健全化判断比率等のいずれかが基準以上となった場合には、財政健全化計
画を策定し財政健全化に向けた取組が必要となりますが、令和３年度の算定結
果では、全ての指標において基準値を下回りました。このことから、町の財政状
況は健全な状態にありますが、より一層の財政健全化を進めてまいります。
　各指標の数値は、次のとおりとなっております。

　平成19年度に【地方公共団体の財政の健全化に関する法律】が制定されたことに伴い、毎年度の決算における
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「健全化判断比率」といいます。）の算定・公表が義務付けられました。

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 23億3,271万円 固定負債 5億7,142万円

3,294万円

流動資産 1億6,808万円 流動負債 1億2,748万円
繰延収益 8億1,602万円
負債合計 15億1,492万円

4,255万円
961万円

資本金 8億0,712万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
当年度純利益 961万円

剰余金 1億7,875万円
資本合計 9億8,587万円

資産合計 25億0,079万円 負債･資本合計 25億0,079万円

令和４年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

1億8,160万円
2億1,454万円

5,295万円
1,040万円

当年度純利益　961万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
　　不足額*

2億4,911万円
2億3,789万円
7,126万円

1億5,180万円
8,054万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
 額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
当年度分損益勘定留保資金　
減債積立金取崩

130万円
5,360万円
2,564万円

下仁田町水道事業貸借対照表
（令和5年3月31日）

下仁田町水道事業損益計算書
（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

（消費税を含みません）

　水道事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
　常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設
の更新に努めています。       

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
5
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
10
月
下

旬
か
ら
11
月
上
旬
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、令
和
5
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。
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決算情報決算情報

1．健全化判断比率
◆実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、令和3年
度の一般会計の収支決算額は黒字のため該当はありません。
◆連結実質赤字比率　＝　赤字額なし
　　一般会計、特別会計、公営企業会計等すべての会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの
割合になるのかを示す指標で、一般会計をはじめとして全会計で収支決算額が黒字のため該当はありません。
◆実質公債費比率　＝　8.１％
　　一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標
で、早期健全化基準の25％を16.9%ポイント下回っています。
◆将来負担比率　＝　将来負担なし
　　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（一般会計の借入金など）の残高が、標準的な収入に対してど
のくらいの割合になるのかを示す指標で、早期健全化基準の350％を大きく下回り、０未満となっています。

２.資金不足比率
◆資金不足比率　＝　資金不足なし
　　各公営企業会計の資金不足額が、事業の規模に対してどのくらいの割合になるのかを示す指標で、それぞれ
の会計ともに資金不足はありませんでした。

下仁田町の健全化判断比率の状況

下仁田町の資金不足比率の状況

　 指 標 項 目 　
実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

健全化判断比率
赤字額なし
赤字額なし
8.1％

将来負担なし

早期健全化基準
15.00％
20.00％
25.00％
350.00％　

財政再生基準
20.00％
30.00％
35.00％

　 会 計 名 等 　
水 道 事 業 会 計
浄化槽整備事業会計

資金不足比率
資金不足なし
資金不足なし

早期健全化基準

20.00%

■健全化判断比率及び資金不足比率

健全な本町の財政状況
　健全化判断比率等のいずれかが基準以上となった場合には、財政健全化計
画を策定し財政健全化に向けた取組が必要となりますが、令和３年度の算定結
果では、全ての指標において基準値を下回りました。このことから、町の財政状
況は健全な状態にありますが、より一層の財政健全化を進めてまいります。
　各指標の数値は、次のとおりとなっております。

　平成19年度に【地方公共団体の財政の健全化に関する法律】が制定されたことに伴い、毎年度の決算における
健全化判断比率及び資金不足比率（以下「健全化判断比率」といいます。）の算定・公表が義務付けられました。

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 23億3,271万円 固定負債 5億7,142万円

3,294万円

流動資産 1億6,808万円 流動負債 1億2,748万円
繰延収益 8億1,602万円
負債合計 15億1,492万円

4,255万円
961万円

資本金 8億0,712万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
当年度純利益 961万円

剰余金 1億7,875万円
資本合計 9億8,587万円

資産合計 25億0,079万円 負債･資本合計 25億0,079万円

令和４年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

1億8,160万円
2億1,454万円

5,295万円
1,040万円

当年度純利益　961万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
　　不足額*

2億4,911万円
2億3,789万円
7,126万円

1億5,180万円
8,054万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
 額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
当年度分損益勘定留保資金　
減債積立金取崩

130万円
5,360万円
2,564万円

下仁田町水道事業貸借対照表
（令和5年3月31日）

下仁田町水道事業損益計算書
（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

（消費税を含みません）

　水道事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
　常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設
の更新に努めています。       

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
5
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
10
月
下

旬
か
ら
11
月
上
旬
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、令
和
5
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。
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下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、職
員
用
と

し
て
利
用
し
て
い
た
次
の
土
地
・
建
物

を
売
却
い
た
し
ま
す
。

●
購
入
申
込
方
法

◯
申
込
期
間

令
和
５
年
11
月
１
日（
水
）〜

令
和
５
年
11
月
30（
木
）ま
で

◯
申
込
先

下
仁
田
厚
生
病
院  

事
務
部  

総
務
課

※
申
込
者
が
複
数
名
い
る
場
合
は
、抽

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
必
要
書
類・申
込
条
件

下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

下
仁
田
厚
生
病
院
所
有
の
土
地
・
建
物
を

売
却
し
ま
す

載
売
却
実
施
要
領
に
よ
る
。

●
注
意
事
項
　
土
地
及
び
建
物
は
現

状
の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。所
有

権
移
転
登
記
等
に
係
る
費
用
は
別
途

購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
土
地
・
建
物
の
売
却
に
関

す
る
詳
細
は
下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。

https://w
w
w
.shim

onitakosei-
hosp.jp/

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院  

☎
82―

３
５
５
５

　
町
内
で
新
た
に
創
業
を
目
指
す
方

を
対
象
に
下
町
に
設
置
し
て
い
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。詳
細
は
募
集
要
項（
商

工
観
光
課
窓
口
又
は
町
Ｈ
Ｐ
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
募
集
開
始

令
和
５
年
11
月
１
日
よ
り

●
使
用
期
間
　
原
則
３
年
以
内
　

●
募
集
業
種

全
業
種（
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
応
募
資
格
　
将
来
的
に
町
内
で
の

創
業
意
欲
が
あ
る
個
人
又
は
法
人
等

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
●
月
額
使
用
料

２
万
円（
浄
化
槽
使
用
料
含
む
）

※
光
熱
費
等
は
使
用
者
負
担

●
応
募
方
法
等
　
使
用
許
可
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。１
カ

月
以
上
の
使
用
は
、
選
考
委
員
会
に
よ

る
面
接
審
査
の
結
果
を
受
け
て
出
店

者
を
決
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

☎
64―

８
８
０
５

　
雪
が
降
る
と
、
積
も
っ
た
雪
の
重
さ

で
竹
や
樹
木
の
枝
が
道
路
に
垂
れ
下
が

り
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行
に
支
障

が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
山
林
等
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

も
樹
木
の
伐
採
や
枝
払
い
な
ど
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
の
場
合
は
道
路
通
行

の
支
障
と
な
る
樹
木
や
枝
を
予
告
な
く

降
雪
前
に
樹
木
の
枝
払
い
や
伐
採
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

伐
採
、
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
道
路
沿
線
の
樹
木
は
冬
季
の
降
雪

時
に
限
ら
ず
、
夏
季
に
お
い
て
も
梅
雨

の
長
雨
や
夕
立
な
ど
の
雷
雨
、
さ
ら
に

台
風
に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
倒
木
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
見
通
し
の
良
い
状
態
も
確

保
で
き
ま
す
の
で
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
も
、
所
有
者
に
よ
る
日
常
的

な
点
検
と
倒
木
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

危
険
な
樹
木
伐
採
等
、
適
切
な
管
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

人
は
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
を

相
続
で
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
を

す
る
こ
と
が
法
律
上
の
義
務
に
な

り
ま
す
。
正
当
な
理
由
が
な
い
の

に
相
続
登
記
を
し
な
い
場
合
は
10

万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

ペ
ー
ジ
（
相
続
登
記
義
務
化
で
検

索
）
に
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

○
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７―

２
２
１―

４
４
６
６

○
前
橋
地
方
法
務
局
富
岡
支
局

☎
０
２
７
４―

62―

０
４
０
４

●
日
時
　
令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
開
式
予
定

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
該
当
者

　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
下
仁
田
町

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
と
出
身
者

●
主
催

　下
仁
田
町
／
下
仁
田
町
教

育
委
員
会

●
申
し
込
み

下
仁
田
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

　
現
住
所
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

進
学
や
就
職
等
に
よ
り
町
外
へ
転
出

し
て
い
る
出
身
者

　
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
申
込
み

令
和
6
年
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を

開
催
し
ま
す

が
必
要
で
す
。11
月
30
日（
木
）ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

②
教
育
委
員
会
窓
口
で
の
申
込
み

（
申
込
書
は
窓
口
で
用
意
し
て
い
ま
す
）

※

ご
家
族
の
方
に
よ
る
代
理
の
申
込

み
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

☎
82―

２
１
１
５（
直
通
）

売却金額800,000円

土地

所在地

地目

面積

宅地

263.57㎡
(約79.7坪)

大字大桑原
206-10

建物

構造

延床

築年

木造平屋

61.28㎡
(約18.5坪)

昭和57年

行政情報行政情報

申込
フォーム

学
校
給
食
試
食
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
下
仁
田
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
に
も
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給

食
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
左
記

の
と
お
り
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
開
催
時
間
　
午
前
11
時
〜  

１
時
間

程
度

●
参
加
費
　
試
食
代
４
０
０
円

●
募
集
人
数
　
各
回
10
名（
申
込
み
順
）

計
30
名
　
　

●
内
容
　
施
設
見
学
、
学
校
給
食
概

要
説
明
、
レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
　
等

●
申
込
期
間

10
月
16
日
（
月
）
午
前
８
時
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

広
報
発
行
時
点
で
、
す
で
に
定
員
に

達
し
て
い
る
場
合
は
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
下
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82―

2
5
4
2

１１月７日（火）

１１月９日（木）

１１月２９日（水）

●開催日及び献立内容　※献立内容は変更することもあります。
献　立　内　容開　催　日 二次元コード

きな粉揚げパン、カレー味おでん、ごぼうサラダ、牛乳

パックうどん、下仁田ねぎのうどん汁、肉詰めいなり、
ほうれん草のごま和え、牛乳

ごはん、豆乳入り卵焼き、ゆかり和え、すき焼き煮、牛乳

〜
沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた



　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、職
員
用
と

し
て
利
用
し
て
い
た
次
の
土
地
・
建
物

を
売
却
い
た
し
ま
す
。

●
購
入
申
込
方
法

◯
申
込
期
間

令
和
５
年
11
月
１
日（
水
）〜

令
和
５
年
11
月
30（
木
）ま
で

◯
申
込
先

下
仁
田
厚
生
病
院  

事
務
部  

総
務
課

※
申
込
者
が
複
数
名
い
る
場
合
は
、抽

選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
必
要
書
類・申
込
条
件

下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

下
仁
田
厚
生
病
院
所
有
の
土
地
・
建
物
を

売
却
し
ま
す

載
売
却
実
施
要
領
に
よ
る
。

●
注
意
事
項
　
土
地
及
び
建
物
は
現

状
の
ま
ま
の
売
却
と
な
り
ま
す
。所
有

権
移
転
登
記
等
に
係
る
費
用
は
別
途

購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
土
地
・
建
物
の
売
却
に
関

す
る
詳
細
は
下
仁
田
厚
生
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。

https://w
w
w
.shim

onitakosei-
hosp.jp/

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院  

☎
82―

３
５
５
５

　
町
内
で
新
た
に
創
業
を
目
指
す
方

を
対
象
に
下
町
に
設
置
し
て
い
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。詳
細
は
募
集
要
項（
商

工
観
光
課
窓
口
又
は
町
Ｈ
Ｐ
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
募
集
開
始

令
和
５
年
11
月
１
日
よ
り

●
使
用
期
間
　
原
則
３
年
以
内
　

●
募
集
業
種

全
業
種（
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
応
募
資
格
　
将
来
的
に
町
内
で
の

創
業
意
欲
が
あ
る
個
人
又
は
法
人
等

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
●
月
額
使
用
料

２
万
円（
浄
化
槽
使
用
料
含
む
）

※
光
熱
費
等
は
使
用
者
負
担

●
応
募
方
法
等
　
使
用
許
可
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。１
カ

月
以
上
の
使
用
は
、
選
考
委
員
会
に
よ

る
面
接
審
査
の
結
果
を
受
け
て
出
店

者
を
決
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

☎
64―

８
８
０
５

　
雪
が
降
る
と
、
積
も
っ
た
雪
の
重
さ

で
竹
や
樹
木
の
枝
が
道
路
に
垂
れ
下
が

り
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行
に
支
障

が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
山
林
等
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

も
樹
木
の
伐
採
や
枝
払
い
な
ど
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
の
場
合
は
道
路
通
行

の
支
障
と
な
る
樹
木
や
枝
を
予
告
な
く

降
雪
前
に
樹
木
の
枝
払
い
や
伐
採
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

伐
採
、
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
道
路
沿
線
の
樹
木
は
冬
季
の
降
雪

時
に
限
ら
ず
、
夏
季
に
お
い
て
も
梅
雨

の
長
雨
や
夕
立
な
ど
の
雷
雨
、
さ
ら
に

台
風
に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
倒
木
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
見
通
し
の
良
い
状
態
も
確

保
で
き
ま
す
の
で
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
も
、
所
有
者
に
よ
る
日
常
的

な
点
検
と
倒
木
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

危
険
な
樹
木
伐
採
等
、
適
切
な
管
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

人
は
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
を

相
続
で
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
を

す
る
こ
と
が
法
律
上
の
義
務
に
な

り
ま
す
。
正
当
な
理
由
が
な
い
の

に
相
続
登
記
を
し
な
い
場
合
は
10

万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

ペ
ー
ジ
（
相
続
登
記
義
務
化
で
検

索
）
に
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

○
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７―

２
２
１―

４
４
６
６

○
前
橋
地
方
法
務
局
富
岡
支
局

☎
０
２
７
４―

62―

０
４
０
４

●
日
時
　
令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
開
式
予
定

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
該
当
者

　
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
下
仁
田
町

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
と
出
身
者

●
主
催

　下
仁
田
町
／
下
仁
田
町
教

育
委
員
会

●
申
し
込
み

下
仁
田
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

　
現
住
所
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

進
学
や
就
職
等
に
よ
り
町
外
へ
転
出

し
て
い
る
出
身
者

　
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
申
込
み

令
和
6
年
「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を

開
催
し
ま
す

が
必
要
で
す
。11
月
30
日（
木
）ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

②
教
育
委
員
会
窓
口
で
の
申
込
み

（
申
込
書
は
窓
口
で
用
意
し
て
い
ま
す
）

※

ご
家
族
の
方
に
よ
る
代
理
の
申
込

み
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

☎
82―

２
１
１
５（
直
通
）

売却金額800,000円

土地

所在地

地目

面積

宅地

263.57㎡
(約79.7坪)

大字大桑原
206-10

建物

構造

延床

築年

木造平屋

61.28㎡
(約18.5坪)

昭和57年

行政情報行政情報

申込
フォーム

学
校
給
食
試
食
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
下
仁
田
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
活

用
し
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
様
に
も
、

子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
い
る
学
校
給

食
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
左
記

の
と
お
り
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
開
催
時
間
　
午
前
11
時
〜  

１
時
間

程
度

●
参
加
費
　
試
食
代
４
０
０
円

●
募
集
人
数
　
各
回
10
名（
申
込
み
順
）

計
30
名
　
　

●
内
容
　
施
設
見
学
、
学
校
給
食
概

要
説
明
、
レ
シ
ピ
紹
介
、
試
食
　
等

●
申
込
期
間

10
月
16
日
（
月
）
午
前
８
時
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

広
報
発
行
時
点
で
、
す
で
に
定
員
に

達
し
て
い
る
場
合
は
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
下
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
82―

2
5
4
2

１１月７日（火）

１１月９日（木）

１１月２９日（水）

●開催日及び献立内容　※献立内容は変更することもあります。
献　立　内　容開　催　日 二次元コード

きな粉揚げパン、カレー味おでん、ごぼうサラダ、牛乳

パックうどん、下仁田ねぎのうどん汁、肉詰めいなり、
ほうれん草のごま和え、牛乳

ごはん、豆乳入り卵焼き、ゆかり和え、すき焼き煮、牛乳

〜
沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

9 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 8広
報しもにた
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教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、午
後
２
時
50
分
ま
で
に
２
０
１
会

議
室
に
て
受
付
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
開
催
日
　令
和
５
年
11
月
28
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分

（
午
後
３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

●
場
所

　下
仁
田
町
役
場
２
０
１
会

議
室

　
な
お
、会
議
は
原
則
公
開
で
行
い
ま

す
が
、審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
そ
の
際
に
は
、会

場
か
ら
ご
退
室
い
た
だ
き
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５

教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

併
設
型
小
中
一
貫
校
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
令
和
７
年
度
か
ら
移
行
を
予
定
し

て
い
る
併
設
型
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
、

次
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５（
直
通
）

令
和
５
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

茂
木
学
　
元
下
仁
田
町
教
育
長

　
昭
和
55
年
４
月
か
ら
教
員
を
37
年

間
務
め
、平
成
28
年
７
月
か
ら
教
育
長

と
し
て
２
期
６
年
に
渡
り
地
方
教
育

行
政
に
尽
力
し
た
功
労
が
特
に
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
、令
和
５
年
10
月
12

日
文
部
科
学
省
講
堂
に
お
い
て
、文
部

科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
教
育
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
10
月
１
日
か
ら
新
し
く
早
川
直
樹

さ
ん（
青
倉
）が
下
仁
田
町
教
育
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。退
任
さ
れ
た
石

井
晃
英
さ
ん
は
、平
成
11
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
長
年

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふるさと納税ふるさと納税
協力事業者様特集 No.5

竹内農園工房
代表者名
事業者地区
設立年月日
従業員数
返礼品の紹介
販売場所

竹内順平
馬山地区
2017年3月
3人
下仁田ねぎ　カラフル大根セット
自家直売・道の駅しもにた・ふるさと納税・ホームページによる販売・JA
伝統栽培で育てた「下仁田ねぎ」はもちろんですが、珍しい野菜もたくさん育
てています！カラフルの大根や、白いナスなどスーパーでは見かけない野菜も
育てていますのでぜひ食べてみてください！

ホームページで注文をもらうなどの問い合わせが増えた。

周知したいこと

登録してよかったこと

　日頃よりご協力いただいている事業者様の紹介と返礼品の情報について随時ご紹介していきたいと思
います！

早川直樹さん
（青倉）

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う

個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る

経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出

規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し

て
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い

て
、同
規
程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公

開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

2

3

4

支出日

9月分

9月分

9月分

支出区分

弔慰

弔慰

その他

支出金額

5,000

3,000

2,200

13,440

支出内容支

葬儀生花 1件

葬儀香典 1件

手土産代等 1件

1 9月
29日 協賛 3,240

上原建設株式会社
社会奉仕活動
激励（飲料）

(9月分) (単位:円)

9月分 計

「
新
刊
図
書
情
報
」

9
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

著者名

津村記久子

佐伯泰英

真造圭伍

あきやまただし

栗山英樹

藤井邦夫

藤井邦夫

小野寺史宜

岡本さとる

岡本さとる

岡本さとる

あさのますみ

畠山健二

辻堂　魁

著者名

井上雄彦

万城目学

一の瀬かおる

農山漁村文化協会

門田泰明

藤井邦夫

佐々木裕一

京師美佳

あきやまただし

樋口恵子

千早茜

藤野千夜

松村 忍

書名

水車小屋のネネ

柳橋の桜4　夢よ、夢

ひらやすみ6

わるテリアとずるドック

栗山ノート2　世界への軌跡

新・知らぬが半兵衛手控帖18　お多福

新・知らぬが半兵衛手控帖19　出戻り

夫婦集

仕立屋お竜１

仕立屋お竜２　悲愁の花

仕立屋お竜３　名残の袖

アニマルバスとほしまつり

本所おけら長屋　外伝

風の市兵衛　弐　母子草

書名

スラムダンク６～10

八月の御所グラウンド

お母さんのおむつを替えた日

米粉の料理とおやつ

汝（きみ）戟とせば　拵屋銀次半畳記２

新・秋山久蔵御用控１７　逃れ者

新・浪人若さま新見左近14　乱れ普請

60歳から絶対やるべき防犯の基礎

へんしんようかい

老いの地平線 91歳 自信をもってボケてます

マリエ

じい散歩

子どものハンドメイドBOOK

11 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 10広
報しもにた
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教
育
委
員
会
が
左
記
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、午
後
２
時
50
分
ま
で
に
２
０
１
会

議
室
に
て
受
付
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
開
催
日
　令
和
５
年
11
月
28
日

●
受
付
時
間

午
後
２
時
30
分
〜
２
時
50
分

（
午
後
３
時
教
育
委
員
会
開
始
）

●
場
所

　下
仁
田
町
役
場
２
０
１
会

議
室

　
な
お
、会
議
は
原
則
公
開
で
行
い
ま

す
が
、審
議
内
容
に
よ
り
非
公
開
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
そ
の
際
に
は
、会

場
か
ら
ご
退
室
い
た
だ
き
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５

教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催
に
つ
い
て

併
設
型
小
中
一
貫
校
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
令
和
７
年
度
か
ら
移
行
を
予
定
し

て
い
る
併
設
型
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
、

次
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５（
直
通
）

令
和
５
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

茂
木
学
　
元
下
仁
田
町
教
育
長

　
昭
和
55
年
４
月
か
ら
教
員
を
37
年

間
務
め
、平
成
28
年
７
月
か
ら
教
育
長

と
し
て
２
期
６
年
に
渡
り
地
方
教
育

行
政
に
尽
力
し
た
功
労
が
特
に
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
、令
和
５
年
10
月
12

日
文
部
科
学
省
講
堂
に
お
い
て
、文
部

科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

新
教
育
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
10
月
１
日
か
ら
新
し
く
早
川
直
樹

さ
ん（
青
倉
）が
下
仁
田
町
教
育
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。退
任
さ
れ
た
石

井
晃
英
さ
ん
は
、平
成
11
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
長
年

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふるさと納税ふるさと納税
協力事業者様特集 No.5

竹内農園工房
代表者名
事業者地区
設立年月日
従業員数
返礼品の紹介
販売場所

竹内順平
馬山地区
2017年3月
3人
下仁田ねぎ　カラフル大根セット
自家直売・道の駅しもにた・ふるさと納税・ホームページによる販売・JA
伝統栽培で育てた「下仁田ねぎ」はもちろんですが、珍しい野菜もたくさん育
てています！カラフルの大根や、白いナスなどスーパーでは見かけない野菜も
育てていますのでぜひ食べてみてください！

ホームページで注文をもらうなどの問い合わせが増えた。

周知したいこと

登録してよかったこと

　日頃よりご協力いただいている事業者様の紹介と返礼品の情報について随時ご紹介していきたいと思
います！

早川直樹さん
（青倉）

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運

営
を
図
る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う

個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る

経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出

規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し

て
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い

て
、同
規
程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公

開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

2

3

4

支出日

9月分

9月分

9月分

支出区分

弔慰

弔慰

その他

支出金額

5,000

3,000

2,200

13,440

支出内容支

葬儀生花 1件

葬儀香典 1件

手土産代等 1件

1 9月
29日 協賛 3,240

上原建設株式会社
社会奉仕活動
激励（飲料）

(9月分) (単位:円)

9月分 計

「
新
刊
図
書
情
報
」

9
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

著者名

津村記久子

佐伯泰英

真造圭伍

あきやまただし

栗山英樹

藤井邦夫

藤井邦夫

小野寺史宜

岡本さとる

岡本さとる

岡本さとる

あさのますみ

畠山健二

辻堂　魁

著者名

井上雄彦

万城目学

一の瀬かおる

農山漁村文化協会

門田泰明

藤井邦夫

佐々木裕一

京師美佳

あきやまただし

樋口恵子

千早茜

藤野千夜

松村 忍

書名

水車小屋のネネ

柳橋の桜4　夢よ、夢

ひらやすみ6

わるテリアとずるドック

栗山ノート2　世界への軌跡

新・知らぬが半兵衛手控帖18　お多福

新・知らぬが半兵衛手控帖19　出戻り

夫婦集

仕立屋お竜１

仕立屋お竜２　悲愁の花

仕立屋お竜３　名残の袖

アニマルバスとほしまつり

本所おけら長屋　外伝

風の市兵衛　弐　母子草

書名

スラムダンク６～10

八月の御所グラウンド

お母さんのおむつを替えた日

米粉の料理とおやつ

汝（きみ）戟とせば　拵屋銀次半畳記２

新・秋山久蔵御用控１７　逃れ者

新・浪人若さま新見左近14　乱れ普請

60歳から絶対やるべき防犯の基礎

へんしんようかい

老いの地平線 91歳 自信をもってボケてます

マリエ

じい散歩

子どものハンドメイドBOOK

11 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 10広
報しもにた



下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　ジオパーク下仁田協議会主催の下仁田の魅力フォーラム開催し
ました。
　　初回は、下仁田町猟友会の方に、下仁田町に生息するイノシ
シやクマなどの野生生物の現状について話題提供していただきま
した。発表を受けた後に、参加者同士で活発な意見交換をし、下
仁田ジオパークの生き物について理解を深めることができました。
　第２回、第３回も下記のとおり予定していますので、ぜひご参
加ください。　

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田の魅力探しフォーラム開催しました

　11 月のジオの日清掃は大桑原のしゅう
曲周辺で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。

●日　時　１１月２０日（月）
　　　　　午前 6時 30分から
●集　合　大桑原のしゅう曲　
●持ち物　軍手、長靴など
　　　　　作業しやすい服装

＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

埼玉県の中学生が実習に
訪れました　

埼玉県の中学生が実習に
訪れました　

　下仁田ジオパークには理科の学習
に最適な地層や岩石があります。
　埼玉県にある中学校では学校の恒
例行事としてジオパークの見学に毎
年訪れていただいています。
　今年も 10 月に中学 2年生 81 人が
青岩公園や自然史館に訪れ、理科の
教科書で見られるような地層や岩石
のホンモノに触れたり、自然学校の
先生やジオパークガイドの解説を聞
いて、学習の理解を深めました。

日　時 会　場 テーマ（話題提供者）

第２回

第３回

※申し込み不要

文化ホール研修室

文化ホール研修室
時代とともに振り返る諏訪神社
秋季例大祭の歴史
（高橋　友一氏/下町区祭典委員会副若頭）

自然環境から見た西毛・下仁田の特徴の魅力
（里見　立夫氏/元群馬県立自然史博物館
 学芸課長・下仁田町教育委員会教育長）

１１月１０日（金）
　　　19：00～21：00

１２月８日（金）　　　　
　　　19：00～21：00

里
見
哲
夫

下
仁
田
戦
争
古
戦
場
跡
の
謎

下
仁
田
戦
争
古
戦
場
跡
の
謎

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
下
仁
田
戦
争
が
起
き
た
の
は
今
か

ら
１
５
９
年
前
の
１
８
６
４
年
（
元

治
元
）
の
11
月
の
こ
と
で
す
。
来
年

は
１
６
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。

　
こ
の
古
戦
場
跡
に
「
高
崎
藩
士
戦

士
之
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
の
は
１
８

９
３
年
（
明
治
26
）
の
下
仁
田
戦
争

30
年
を
記
念
し
た
年
で
し
た
。
こ
の

碑
は
東
京
の
名
石
工
に
よ
っ
て
刻
ま

れ
た
も
の
で
、
東
京
か
ら
新
町
迄
は

鉄
道
で
、こ
こ
か
ら
先
は
荷
車
に
よ
っ

て
運
搬
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
富
岡

市
の
千
平
か
ら
は
小
坂
坂
峠
道
下
の

現
在
の
道
を
通
っ
て
い
ま
す
。
途
中

に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
は
そ
の
前
年
に
開

通
し
た
も
の
で
相
当
の
苦
労
の
跡
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

　
さ
て
建
立
し
た
場
所
は
、
昔
高
札

場
（
こ
う
さ
つ
ば
）
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
高
札
場
と
は
江
戸
時
代
、

幕
府
が
布
告
す
る
た
め
に
立
て
た
ふ

だ
場
で
す
。
こ
こ
を
利
用
し
て
「
高

崎
藩
士
戦
士
之
碑
」（
勝
海
舟
書
）
が

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
碑
の
裏
面
の
文

字
は
市
川
米
庵
の
孫
の
三
亥
の
書
で

す
。

　
そ
の
脇
に
は
寄
付
者
を
刻
ん
だ
碑

が
２
基
と
石
灯
籠
２
基
が
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
ま
た
疑
問
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
両
脇
の
灯
籠
に
刻
ま
れ

て
い
る
年
数
を
見
ま
す
と
「
文
久
二

壬
戌
八
月
」（
１
８
６
２
年
）
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
30
周
年
記
念

に
立
て
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
確

実
で
し
ょ
う
。
多
分
高
札
場
に
あ
っ

た
も
の
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
時
は
そ
う
多
く
の
石
工
が
い
た

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。「
石
工
　
檜

沢
村
　
彥
左
衛
門
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
と
に
よ
る
と
南
牧

村
の
椚
石
の
青
木
石
材
店
の
先
代
の

作
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
灯
籠
に
は
「
寄
進
　
氏
子
中
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
熊
野
詣

で
の
登
り
口
で
あ
っ
た
場
所
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
次
の
疑
問
で
す
が
、
此
処
か
ら
町

中
の
北
か
ら
東
に
か
け
て
上
信
線
の

ト
ン
ネ
ル
付
近
ま
で
の
岩
場
は
、
古

鏑
川
の
河
岸
の
岸
壁
の
跡
で
す
。
畑

の
石
を
見
ま
す
と
丸
い
石
が
出
て
き

ま
す
の
で
、
そ
の
証
拠
が
み
ら
れ
ま

す
。
地
形
や
地
質
の
問
題
に
も
発
展

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
碑
の
左
後
方
に
は
島

崎
藤
村
の
文
学
碑
が
あ
り
ま
す
。
下

仁
田
で
一
戦
を
交
し
た
天
狗
党
は
木

曽
の
馬
籠
の
藤
村
の
生
家
に
も
宿
泊

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
藤
村

文
学
を
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
父
が
、

い
ろ
ん
な
思
い
を
込
め
て
藤
村
に
懇

願
し
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。
碑
面

に
は
「
過
（
い
に
）
し
世
を
　
志
津

可
に
お
毛
へ
　
百
年
（
も
も
と
せ
）　

も
　
き
乃
ふ
の
如
し
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
千
曲
川
旅
情
の

歌
」
の
詩
の
一
節
に
あ
り
ま
す
。
藤

村
生
存
中
に
立
て
た
文
学
碑
と
し
て

は
４
基
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
第

２
番
目
の
も
の
で
す
。
現
在
は
全
国

に
１
０
０
基
を
超
え
る
ほ
ど
の
文
学

碑
等
が
立
っ
て
い
ま
す
。
添
え
書
き

に
「
か
つ
て
上
州
か
ぶ
ら
川
の
ほ
と

り
を
旅
せ
し
縁
故
よ
り
旧
詩
の
一
節

を
求
め
ら
る
る
ま
ま
に
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
藤
村
は
下
仁
田
に
は
２
〜
３
回
足

を
運
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
１
９
１

１
（
明
治
44
）
に
は
「
日
の
出
公
論
」

に
「
下
仁
田
の
宿
屋
」
を
書
い
て
い

ま
す
。
こ
の
宿
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
場
所
は
現
群
馬
県
信
用
組
合
付

近
に
あ
り
ま
し
た
。
名
前
は
杉
原
旅

館
で
す
。

　
も
う
一
つ
右
隣
に
あ
る
文
学
碑
は

小
杉
放
庵
の
歌
碑
で
す
。
放
庵
は
日

光
出
身
の
有
名
な
画
家
で
歌
人
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
４
６

年
（
昭
和
21
）
南
蛇
井
に
疎
開
し
て

い
た
画
家
の
岸
浪
百
草
居
を
訪
ね
た

折
り
、
わ
が
家
に
も
立
ち
寄
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
東
京
の
戦
災
の
廃

墟
を
み
て
詠
ん
だ
歌
が
、「
こ
の
国
に

　
よ
き
日
照
る
日
を
　
み
ち
ば
た
の

　
石
に
な
り
て
も
　
　
待
た
む
（
ん
）

ぞ
　
お
の
れ
」
で
、
そ
の
書
を
戴
い

て
刻
ん
だ
も
の
で
す
。

　
他
、
わ
が
家
の
土
蔵
に
は
戦
争
の

傷
痕
を
残
す
弾
痕
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
　

　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
ジ
オ
サ
イ

ト
と
し
て
の
各
所
に
は
い
ろ
ん
な
問

題
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
植
物
で
は
、
今
ま
で
記
載

の
な
い
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
の
各
羽

片
の
先
が
多
数
に
裂
け
て
い
る
も
の

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
セ
ン
ブ
リ
も

あ
り
ま
し
た
が
草
に
覆
わ
れ
て
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
す
。

こ
の
よ
う
に
そ
の
場
の
一
つ
一
つ
を

よ
く
調
べ
て
見
ま
す
と
、
い
ろ
ん
な

問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
く

も
の
で
す
。

白
壁
の
　
残
る
弾
痕
　
鮮
や
か
に

　
歴
史
は
刻
む
　
日
本
の
夜
明
け

藤
村
の
　
旅
せ
し
跡
に
　
記
念
の
碑

　
多
く
の
人
に
　
喜
ば
れ
も
す

歴
史
館
　
脇
に
も
瀧
田
氏
　
歌
の
碑
や

　
烈
公
梅
も
　
思
い
で
語
る

山
間
を
　
削
り
と
り
た
る
　
鏑
川

　
狭
き
が
土
地
や
　
下
仁
田
の
町
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　ジオパーク下仁田協議会主催の下仁田の魅力フォーラム開催し
ました。
　　初回は、下仁田町猟友会の方に、下仁田町に生息するイノシ
シやクマなどの野生生物の現状について話題提供していただきま
した。発表を受けた後に、参加者同士で活発な意見交換をし、下
仁田ジオパークの生き物について理解を深めることができました。
　第２回、第３回も下記のとおり予定していますので、ぜひご参
加ください。　

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田の魅力探しフォーラム開催しました

　11 月のジオの日清掃は大桑原のしゅう
曲周辺で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。

●日　時　１１月２０日（月）
　　　　　午前 6時 30分から
●集　合　大桑原のしゅう曲　
●持ち物　軍手、長靴など
　　　　　作業しやすい服装

＊ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

埼玉県の中学生が実習に
訪れました　

埼玉県の中学生が実習に
訪れました　

　下仁田ジオパークには理科の学習
に最適な地層や岩石があります。
　埼玉県にある中学校では学校の恒
例行事としてジオパークの見学に毎
年訪れていただいています。
　今年も 10 月に中学 2年生 81 人が
青岩公園や自然史館に訪れ、理科の
教科書で見られるような地層や岩石
のホンモノに触れたり、自然学校の
先生やジオパークガイドの解説を聞
いて、学習の理解を深めました。

日　時 会　場 テーマ（話題提供者）

第２回

第３回

※申し込み不要

文化ホール研修室

文化ホール研修室
時代とともに振り返る諏訪神社
秋季例大祭の歴史
（高橋　友一氏/下町区祭典委員会副若頭）

自然環境から見た西毛・下仁田の特徴の魅力
（里見　立夫氏/元群馬県立自然史博物館
 学芸課長・下仁田町教育委員会教育長）

１１月１０日（金）
　　　19：00～21：00

１２月８日（金）　　　　
　　　19：00～21：00

里
見
哲
夫

下
仁
田
戦
争
古
戦
場
跡
の
謎

下
仁
田
戦
争
古
戦
場
跡
の
謎

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
下
仁
田
戦
争
が
起
き
た
の
は
今
か

ら
１
５
９
年
前
の
１
８
６
４
年
（
元

治
元
）
の
11
月
の
こ
と
で
す
。
来
年

は
１
６
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。

　
こ
の
古
戦
場
跡
に
「
高
崎
藩
士
戦

士
之
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
の
は
１
８

９
３
年
（
明
治
26
）
の
下
仁
田
戦
争

30
年
を
記
念
し
た
年
で
し
た
。
こ
の

碑
は
東
京
の
名
石
工
に
よ
っ
て
刻
ま

れ
た
も
の
で
、
東
京
か
ら
新
町
迄
は

鉄
道
で
、こ
こ
か
ら
先
は
荷
車
に
よ
っ

て
運
搬
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
富
岡

市
の
千
平
か
ら
は
小
坂
坂
峠
道
下
の

現
在
の
道
を
通
っ
て
い
ま
す
。
途
中

に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
は
そ
の
前
年
に
開

通
し
た
も
の
で
相
当
の
苦
労
の
跡
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

　
さ
て
建
立
し
た
場
所
は
、
昔
高
札

場
（
こ
う
さ
つ
ば
）
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
高
札
場
と
は
江
戸
時
代
、

幕
府
が
布
告
す
る
た
め
に
立
て
た
ふ

だ
場
で
す
。
こ
こ
を
利
用
し
て
「
高

崎
藩
士
戦
士
之
碑
」（
勝
海
舟
書
）
が

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
碑
の
裏
面
の
文

字
は
市
川
米
庵
の
孫
の
三
亥
の
書
で

す
。

　
そ
の
脇
に
は
寄
付
者
を
刻
ん
だ
碑

が
２
基
と
石
灯
籠
２
基
が
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
ま
た
疑
問
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
両
脇
の
灯
籠
に
刻
ま
れ

て
い
る
年
数
を
見
ま
す
と
「
文
久
二

壬
戌
八
月
」（
１
８
６
２
年
）
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
も
30
周
年
記
念

に
立
て
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
確

実
で
し
ょ
う
。
多
分
高
札
場
に
あ
っ

た
も
の
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
時
は
そ
う
多
く
の
石
工
が
い
た

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。「
石
工
　
檜

沢
村
　
彥
左
衛
門
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
と
に
よ
る
と
南
牧

村
の
椚
石
の
青
木
石
材
店
の
先
代
の

作
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
灯
籠
に
は
「
寄
進
　
氏
子
中
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
熊
野
詣

で
の
登
り
口
で
あ
っ
た
場
所
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
次
の
疑
問
で
す
が
、
此
処
か
ら
町

中
の
北
か
ら
東
に
か
け
て
上
信
線
の

ト
ン
ネ
ル
付
近
ま
で
の
岩
場
は
、
古

鏑
川
の
河
岸
の
岸
壁
の
跡
で
す
。
畑

の
石
を
見
ま
す
と
丸
い
石
が
出
て
き

ま
す
の
で
、
そ
の
証
拠
が
み
ら
れ
ま

す
。
地
形
や
地
質
の
問
題
に
も
発
展

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
碑
の
左
後
方
に
は
島

崎
藤
村
の
文
学
碑
が
あ
り
ま
す
。
下

仁
田
で
一
戦
を
交
し
た
天
狗
党
は
木

曽
の
馬
籠
の
藤
村
の
生
家
に
も
宿
泊

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
藤
村

文
学
を
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
父
が
、

い
ろ
ん
な
思
い
を
込
め
て
藤
村
に
懇

願
し
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。
碑
面

に
は
「
過
（
い
に
）
し
世
を
　
志
津

可
に
お
毛
へ
　
百
年
（
も
も
と
せ
）　

も
　
き
乃
ふ
の
如
し
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
千
曲
川
旅
情
の

歌
」
の
詩
の
一
節
に
あ
り
ま
す
。
藤

村
生
存
中
に
立
て
た
文
学
碑
と
し
て

は
４
基
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
第

２
番
目
の
も
の
で
す
。
現
在
は
全
国

に
１
０
０
基
を
超
え
る
ほ
ど
の
文
学

碑
等
が
立
っ
て
い
ま
す
。
添
え
書
き

に
「
か
つ
て
上
州
か
ぶ
ら
川
の
ほ
と

り
を
旅
せ
し
縁
故
よ
り
旧
詩
の
一
節

を
求
め
ら
る
る
ま
ま
に
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
藤
村
は
下
仁
田
に
は
２
〜
３
回
足

を
運
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
１
９
１

１
（
明
治
44
）
に
は
「
日
の
出
公
論
」

に
「
下
仁
田
の
宿
屋
」
を
書
い
て
い

ま
す
。
こ
の
宿
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
場
所
は
現
群
馬
県
信
用
組
合
付

近
に
あ
り
ま
し
た
。
名
前
は
杉
原
旅

館
で
す
。

　
も
う
一
つ
右
隣
に
あ
る
文
学
碑
は

小
杉
放
庵
の
歌
碑
で
す
。
放
庵
は
日

光
出
身
の
有
名
な
画
家
で
歌
人
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
４
６

年
（
昭
和
21
）
南
蛇
井
に
疎
開
し
て

い
た
画
家
の
岸
浪
百
草
居
を
訪
ね
た

折
り
、
わ
が
家
に
も
立
ち
寄
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
東
京
の
戦
災
の
廃

墟
を
み
て
詠
ん
だ
歌
が
、「
こ
の
国
に

　
よ
き
日
照
る
日
を
　
み
ち
ば
た
の

　
石
に
な
り
て
も
　
　
待
た
む
（
ん
）

ぞ
　
お
の
れ
」
で
、
そ
の
書
を
戴
い

て
刻
ん
だ
も
の
で
す
。

　
他
、
わ
が
家
の
土
蔵
に
は
戦
争
の

傷
痕
を
残
す
弾
痕
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
　

　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
ジ
オ
サ
イ

ト
と
し
て
の
各
所
に
は
い
ろ
ん
な
問

題
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
植
物
で
は
、
今
ま
で
記
載

の
な
い
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ワ
ラ
ビ
の
各
羽

片
の
先
が
多
数
に
裂
け
て
い
る
も
の

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
セ
ン
ブ
リ
も

あ
り
ま
し
た
が
草
に
覆
わ
れ
て
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
す
。

こ
の
よ
う
に
そ
の
場
の
一
つ
一
つ
を

よ
く
調
べ
て
見
ま
す
と
、
い
ろ
ん
な

問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
く

も
の
で
す
。

白
壁
の
　
残
る
弾
痕
　
鮮
や
か
に

　
歴
史
は
刻
む
　
日
本
の
夜
明
け

藤
村
の
　
旅
せ
し
跡
に
　
記
念
の
碑

　
多
く
の
人
に
　
喜
ば
れ
も
す

歴
史
館
　
脇
に
も
瀧
田
氏
　
歌
の
碑
や

　
烈
公
梅
も
　
思
い
で
語
る

山
間
を
　
削
り
と
り
た
る
　
鏑
川

　
狭
き
が
土
地
や
　
下
仁
田
の
町
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【
俳
句
】

■
台
風
に
負
け
ぬ
絆
の
夫
婦
岩

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
秋
の
風
デ
ー
の
介
護
士
慈
愛
の
国

　
　

  

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
風
穴
の
見
学
道
は
萩
こ
ぼ
る

　
　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
彼
岸
花
土
手
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
に
け
り
秋
の
さ
わ
や
か
赤
ト
ン
ボ
舞
う

　（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
紅
の
葉
を
枝
を
揺
ら
し
た
風
想
う
和
美
の
峠
に
立
つ
切
り
株
よ

　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
久
し
ぶ
り
秋
の
夕
や
け
な
つ
か
し
く
じ
っ
と
見
つ
め
る
鹿
兵
の
空

　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
妙
楽
に
妙
灯
見
せ
る
ボ
ン
ボ
リ
に
舞
を
ゆ
だ
ね
て
お
わ
ら
風
の
盆

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
夕
暮
れ
て
里
山
に
鳴
く
鹿
に
冬
が
近
い
と
急
か
さ
れ
る
日
々

　
　

 

　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
五
年
九
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　下
仁
田
葱

　
　藝
舟

　小
須
田
敦
子

葱
花
搖
動
圃
畦
南

恰
似
丫
童
環
坐
談

播
植
一
年
寒
慄
烈

葉
身
大
暢
歷
霜
甘

　下
仁
田
葱

葱
花

　揺
動
す

　圃
畦
の
南

恰
も
似
た
り

　丫
童
の
環
坐
し
て
談
ず
る
に

播
植

　一
年

　

 

寒
慄
烈
な
れ
ど
も

葉
身

　大
い
に
暢
ば
し
て
霜
を
歴
て
甘
し

【
短
歌
】

■
径
細
り
水
音
細
り
草
の
花

　
　
　
　
　
　佐
藤

　信
香

■
大
花
野
童
が
風
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　工
藤

　初
恵

■
か
そ
け
さ
の
声
こ
そ
清
し
朝
の
虫

　
　
　今
井

　陽
子

■
向
き
変
へ
る
こ
と
な
く
暮
れ
る
山
の
百
合

　斉
藤

　悦
子

■
登
り
来
て
秋
の
風
棲
む
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

　佐
藤

　志
げ
子

■
祝
敬
老
一
口
よ
う
か
ん
届
く
昼

　
　
　新
井

　笑
子

■
芋
の
露
風
と
戯
れ
転
が
さ
れ

　
　
　
　高
田

　ト
ク

■
虫
鳴
く
や
言
葉
拾
え
ぬ
ボ
ー
ル
ペ
ン

　須
藤

　禮
子

■
夕
風
や
秋
の
気
配
の
匂
ひ
満
つ

　
　
　永
井

　波
江

■
日
差
し
ま
だ
き
び
し
き
な
れ
ど
風
は
秋

　吉
田

　文
子

か
な

す

す
が

み
ち

そ
う
か

あ
た
か

は
し
ょ
く

よ
う
し
ん

お
お

の

し
も

へ

あ
ま

い
ち
ね
ん

か
ん
り
つ
れ
つ

に

あ
ど
う

か
ん
ざ

だ
ん

よ
う
ど
う

ほ
け
い

み
な
み

し
も
に
た

ね
ぎ

【
語
釈
】
葱
花
＝
ね
ぎ
坊
主
の
こ
と
。
揺
動
＝
ゆ
れ
動

く
。
丫
童
＝
少
年
。
環
坐
談
＝
ま
る
く
寄
り
合
っ
て
話

を
し
て
い
る
。
播
植
＝
種
を
ま
い
た
り
植
え
付
け
た
り

す
る
こ
と
。
葉
身
＝
葉
の
部
分
。
歴
霜
甘
＝
霜
が
降

り
る
と
甘
く
な
る
。

【
通
釈
】
畑
の
南
で
は
、
下
仁
田
ね
ぎ
の
大
き
な
花
が

風
に
揺
れ
て
い
る
。
ま
る
で
、
坊
主
頭
の
少
年
達
が
、

楽
し
そ
う
に
坐
っ
て
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
植
え
て

か
ら
一
年
数
か
月
、
寒
さ
の
中
、
青
々
と
し
た
葉
を
し
っ

か
り
伸
ば
し
た
下
仁
田
ね
ぎ
は
、霜
の
降
り
る
の
を
待
っ

て
甘
く
な
る
。

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～

●日　時：令和５年１１月１８日（土）１０：００～１０：３０
●場　所：女性村　ねぎぼうず（旧西牧小学校）群馬県甘楽郡下仁田町大字西野牧４６４１－１
●費　用：無料　※事前お申込みも不要

♦森は生きものの宝庫　～里見　哲夫さん（元下仁田教育長）のお話～

自然はおもしろい、自然は暖かい、生物も植物も人間も山も昆虫も石も。
すべての自然の恵みを知りつくし、その資料の展示館が女性村　ねぎぼうずの一室にやってきました。

♦元下仁田教育長　里見　哲夫さんの資料展示（１０／２０より開放中）

日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail：info@komoriuta.jp　 URL：https://www.komoriuta.jp/

日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail：info@komoriuta.jp　 URL：https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

♦親子で一緒に森を歩こう!!　～全山紅葉に染まった森の中での自然体験～

下仁田西牧小学校出身。森林インストラクター（農水、環境省認定資格）
ＮＨＫ文化センター講師（慶応義塾大学卒　（株）電通　定年退社）

～黛　治男氏プロフィール～

●日　時：令和５年１１月１８日（土）１１：００～１５：００（雨天中止）
●場　所：下仁田　農村公園（下仁田町南野牧「荒船湖」上流の右手にあります）
　　　　　※女性村　ねぎぼうずから車で送迎致します。
●集　合：女性村　ねぎぼうず（旧西牧小学校）１０：００
　　　　　群馬県甘楽郡下仁田町大字西野牧４６４１－１
●定　員：お子様連れを含む１０組　※先着順での事前お申込みが必要です。
●費　用：８００円（高校生以上）　２００円（小中学生）
●ガイド：黛　治男（森林インストラクター）
●持ち物：お弁当、飲み水、メモ書き、屋外散策用の服装・運動靴など
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【
俳
句
】

■
台
風
に
負
け
ぬ
絆
の
夫
婦
岩

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
秋
の
風
デ
ー
の
介
護
士
慈
愛
の
国

　
　

  

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
風
穴
の
見
学
道
は
萩
こ
ぼ
る

　
　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
彼
岸
花
土
手
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
に
け
り
秋
の
さ
わ
や
か
赤
ト
ン
ボ
舞
う

　（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
紅
の
葉
を
枝
を
揺
ら
し
た
風
想
う
和
美
の
峠
に
立
つ
切
り
株
よ

　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
久
し
ぶ
り
秋
の
夕
や
け
な
つ
か
し
く
じ
っ
と
見
つ
め
る
鹿
兵
の
空

　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
妙
楽
に
妙
灯
見
せ
る
ボ
ン
ボ
リ
に
舞
を
ゆ
だ
ね
て
お
わ
ら
風
の
盆

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
夕
暮
れ
て
里
山
に
鳴
く
鹿
に
冬
が
近
い
と
急
か
さ
れ
る
日
々

　
　

 

　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
五
年
九
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　下
仁
田
葱

　
　藝
舟

　小
須
田
敦
子

葱
花
搖
動
圃
畦
南

恰
似
丫
童
環
坐
談

播
植
一
年
寒
慄
烈

葉
身
大
暢
歷
霜
甘

　下
仁
田
葱

葱
花

　揺
動
す

　圃
畦
の
南

恰
も
似
た
り

　丫
童
の
環
坐
し
て
談
ず
る
に

播
植

　一
年

　

 

寒
慄
烈
な
れ
ど
も

葉
身

　大
い
に
暢
ば
し
て
霜
を
歴
て
甘
し

【
短
歌
】

■
径
細
り
水
音
細
り
草
の
花

　
　
　
　
　
　佐
藤

　信
香

■
大
花
野
童
が
風
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　工
藤

　初
恵

■
か
そ
け
さ
の
声
こ
そ
清
し
朝
の
虫

　
　
　今
井

　陽
子

■
向
き
変
へ
る
こ
と
な
く
暮
れ
る
山
の
百
合

　斉
藤

　悦
子

■
登
り
来
て
秋
の
風
棲
む
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

　佐
藤

　志
げ
子

■
祝
敬
老
一
口
よ
う
か
ん
届
く
昼

　
　
　新
井

　笑
子

■
芋
の
露
風
と
戯
れ
転
が
さ
れ

　
　
　
　高
田

　ト
ク

■
虫
鳴
く
や
言
葉
拾
え
ぬ
ボ
ー
ル
ペ
ン

　須
藤

　禮
子

■
夕
風
や
秋
の
気
配
の
匂
ひ
満
つ

　
　
　永
井

　波
江

■
日
差
し
ま
だ
き
び
し
き
な
れ
ど
風
は
秋

　吉
田

　文
子

か
な

す

す
が

み
ち

そ
う
か

あ
た
か

は
し
ょ
く

よ
う
し
ん

お
お

の

し
も

へ

あ
ま

い
ち
ね
ん

か
ん
り
つ
れ
つ

に

あ
ど
う

か
ん
ざ

だ
ん

よ
う
ど
う

ほ
け
い

み
な
み

し
も
に
た

ね
ぎ

【
語
釈
】
葱
花
＝
ね
ぎ
坊
主
の
こ
と
。
揺
動
＝
ゆ
れ
動

く
。
丫
童
＝
少
年
。
環
坐
談
＝
ま
る
く
寄
り
合
っ
て
話

を
し
て
い
る
。
播
植
＝
種
を
ま
い
た
り
植
え
付
け
た
り

す
る
こ
と
。
葉
身
＝
葉
の
部
分
。
歴
霜
甘
＝
霜
が
降

り
る
と
甘
く
な
る
。

【
通
釈
】
畑
の
南
で
は
、
下
仁
田
ね
ぎ
の
大
き
な
花
が

風
に
揺
れ
て
い
る
。
ま
る
で
、
坊
主
頭
の
少
年
達
が
、

楽
し
そ
う
に
坐
っ
て
話
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
植
え
て

か
ら
一
年
数
か
月
、
寒
さ
の
中
、
青
々
と
し
た
葉
を
し
っ

か
り
伸
ば
し
た
下
仁
田
ね
ぎ
は
、霜
の
降
り
る
の
を
待
っ

て
甘
く
な
る
。

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～イベント事業のご案内～

●日　時：令和５年１１月１８日（土）１０：００～１０：３０
●場　所：女性村　ねぎぼうず（旧西牧小学校）群馬県甘楽郡下仁田町大字西野牧４６４１－１
●費　用：無料　※事前お申込みも不要

♦森は生きものの宝庫　～里見　哲夫さん（元下仁田教育長）のお話～

自然はおもしろい、自然は暖かい、生物も植物も人間も山も昆虫も石も。
すべての自然の恵みを知りつくし、その資料の展示館が女性村　ねぎぼうずの一室にやってきました。

♦元下仁田教育長　里見　哲夫さんの資料展示（１０／２０より開放中）

日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail：info@komoriuta.jp　 URL：https://www.komoriuta.jp/

日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
E‒mail：info@komoriuta.jp　 URL：https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

♦親子で一緒に森を歩こう!!　～全山紅葉に染まった森の中での自然体験～

下仁田西牧小学校出身。森林インストラクター（農水、環境省認定資格）
ＮＨＫ文化センター講師（慶応義塾大学卒　（株）電通　定年退社）

～黛　治男氏プロフィール～

●日　時：令和５年１１月１８日（土）１１：００～１５：００（雨天中止）
●場　所：下仁田　農村公園（下仁田町南野牧「荒船湖」上流の右手にあります）
　　　　　※女性村　ねぎぼうずから車で送迎致します。
●集　合：女性村　ねぎぼうず（旧西牧小学校）１０：００
　　　　　群馬県甘楽郡下仁田町大字西野牧４６４１－１
●定　員：お子様連れを含む１０組　※先着順での事前お申込みが必要です。
●費　用：８００円（高校生以上）　２００円（小中学生）
●ガイド：黛　治男（森林インストラクター）
●持ち物：お弁当、飲み水、メモ書き、屋外散策用の服装・運動靴など

15 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 14広
報しもにた



　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
16
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
ま
で

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
11
月
15
日（
水
）か

ら
同
月
21
日
（
火
）
ま
で
の
一
週
間
を

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週

間
」と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性

の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
の
受
付

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

●
申
込
期
限
　
11
月
17
日（
金
）

●
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳

現
在
使
用
し
て
い
る
補
装
具

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場
に
行

く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、自
宅
訪
問

も
行
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11

月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

　『
火
を
消
し
て
　
不
安
を
消
し
て

　
つ
な
ぐ
未
来
』
が
令
和
5
年
度
の

全
国
統
一
防
火
標
語
で
す
。火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

の
充
電
式
電
池
に
起
因
す
る
火
災
が

増
加
し
て
い
ま
す
。安
全
規
格
に
適

合
し
て
い
る
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
等
が
付

さ
れ
た
製
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。取

扱
説
明
書
に
従
っ
て
使
用
し
、電
池
の

膨
張
な
ど
の
異
常
が
生
じ
た
場
合
は

使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
専

用
電
話
番
号
は
　
全
国
共
通
　

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０
（
ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

※
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

強
化
週
間
中
の
受
付
時
間
は
、平
日
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

※
通
常
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
で
す
。

　
対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。　

●
問
い
合
わ
せ
　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
４
４
６
６

（
代
表
）

　
身
体
障
害
者
及
び
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
へ
。

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談

は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

●
日
時
　
令
和
5
年
12
月
6
日（
木
）

受
付
　
午
後
2
時
〜
4
時

●
会
場
　

富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

富
岡
市
田
篠
1
3
3
0

●
相
談
科
目
　

整
形
外
科（
補
装
具
判
定
等
）

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
11
月
24

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　「
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
な
ど

の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

対
し
て
苦
情
や
意
見
を
言
い
た
い
」

な
ど
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も

厳
守
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。心
配
ご
と
相
談
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

11
月
７
日
・
12
月
５
日

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

　「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施
に
合

わ
せ
て
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

・
国
税
庁
の
1
年
間
の
活
動
や
そ
の

年
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
統
計
資
料

な
ど
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

・
国
税
に
関
す
る
制
度
や
手
続
の
解

説
番
組
の
ほ
か
、
調
査
や
徴
収
な
ど

の
国
税
庁
の
業
務
を
動
画
番
組
で
紹

介
し
ま
す
。

・
国
税
庁
が
新
し
く
取
り
組
ん
で
い

る
事
項
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

②
S
N
S
を
利
用
し
た
広
報

　「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施
に
合

わ
せ
て
、YouTube

の「
国
税
庁
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組

「W
eb-Tax-TV

」に
新
着
動
画
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
新
着
情
報
な
ど

の
各
種
情
報
を
X
（
旧Tw

itter

）
で

発
信
し
ま
す
。

る
方
に
対
し
、
12
月
末
ま
で
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。（
確
定
申
告
書

は
提
出
で
き
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
会
場
　
富
岡
税
務
署

●
相
談
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日
・

第
４
火
曜
日

●
相
談
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
4
0
7

（
資
産
課
税
部
門
）

※
高
崎
税
務
署
資
産
課
税
部
門
に
転

送
さ
れ
ま
す

　
国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租

税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対

す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
1
年
を
通
じ
て
租
税
に
関

す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を

考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集
中
的
に

様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

広
報

　
令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
で
新
規

に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
予
定
の
方
で
、申
告
の
た
め
の
事
前

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
12

月
15
日（
金
）ま
で
個
別
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。（
確
定
申
告
書
は
提
出
で

き
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
会
場
　
富
岡
税
務
署

●
相
談
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

●
相
談
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
30
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
2
3
5

（
個
人
課
税
部
門
）

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
い「
2
」を
選
択

　
令
和
５
年
１
月
以
降
に
土
地
や
建

物
を
売
却
・
交
換
・
収
用
等
さ
れ
た

方
や
贈
与
を
受
け
た
方
な
ど
で
、
申

告
の
た
め
の
事
前
相
談
を
希
望
さ
れ

　
消
防
署
で
は
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
の
出
張
取
り
付
け
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の

煙
を
感
知
し
音
で
火
災
発
生
を
知
ら

せ
、
早
期
初
期
消
火
及
び
避
難
の
手

助
け
と
な
り
ま
す
。

　
取
り
付
け
を
考
え
て
い
る
が
、
自

分
で
は
取
り
付
け
ら
れ
な
い
、頼
め
る

人
が
い
な
い
と
い
う
世
帯
に
消
防
職

員
が
出
張
し
取
り
付
け
い
た
し
ま

す
。

●
対
象
世
帯
　
取
り
付
け
が
困
難
な

人
の
み
の
世
帯

●
申
込
期
間
　
令
和
5
年
11
月
1
日

か
ら
11
月
30
日
ま
で

●
申
込
方
法
　
消
防
本
部
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

☎
0
2
7
4
―
62
―
4
3
2
5

※
申
込
時
に
取
り
付
け
日
時
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
そ
の
他
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

（
電
池
式
の
物
に
限
る
）
は
、
ご
自
身

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。消
防
署
で
は

販
売
及
び
取
り
付
け
費
用
は
頂
き
ま

せ
ん
。（
無
料
）

　
毎
月
10
日
は
「
ぐ
ん
ま
住
警
器
の

日
」で
す
。月
に
一
度
、住
警
器
の
点
検

や
管
理
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

行
政
相
談

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

事
前
相
談
会

土
地・建
物
を
売
却
等
さ
れ
た
方

及
び
贈
与
を
受
け
た
方
の
事
前

相
談
会

令
和
５
年
度
　
税
を
考
え
る

週
間
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

人
権
相
談

全
国
一斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

詳しくはこちら

土地・建物を
売却された方

贈与を
受けた方

国税庁の
取組紹介

国税庁
動画チャンネル
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　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ

適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
16
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
ま
で

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０
ま
で

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
11
月
15
日（
水
）か

ら
同
月
21
日
（
火
）
ま
で
の
一
週
間
を

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週

間
」と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性

の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口
の
受
付

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

●
申
込
期
限
　
11
月
17
日（
金
）

●
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳

現
在
使
用
し
て
い
る
補
装
具

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場
に
行

く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、自
宅
訪
問

も
行
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11

月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

　『
火
を
消
し
て
　
不
安
を
消
し
て

　
つ
な
ぐ
未
来
』
が
令
和
5
年
度
の

全
国
統
一
防
火
標
語
で
す
。火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災

予
防
の
意
識
を
高
め
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

の
充
電
式
電
池
に
起
因
す
る
火
災
が

増
加
し
て
い
ま
す
。安
全
規
格
に
適

合
し
て
い
る
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
等
が
付

さ
れ
た
製
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。取

扱
説
明
書
に
従
っ
て
使
用
し
、電
池
の

膨
張
な
ど
の
異
常
が
生
じ
た
場
合
は

使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
専

用
電
話
番
号
は
　
全
国
共
通
　

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０
（
ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

※
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

強
化
週
間
中
の
受
付
時
間
は
、平
日
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

※
通
常
の
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
で
す
。

　
対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。　

●
問
い
合
わ
せ
　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
４
４
６
６

（
代
表
）

　
身
体
障
害
者
及
び
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
へ
。

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談

は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。

●
日
時
　
令
和
5
年
12
月
6
日（
木
）

受
付
　
午
後
2
時
〜
4
時

●
会
場
　

富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

富
岡
市
田
篠
1
3
3
0

●
相
談
科
目
　

整
形
外
科（
補
装
具
判
定
等
）

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
11
月
24

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　「
苦
情
や
困
り
ご
と
が
あ
る
が
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
な
ど

の
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

対
し
て
苦
情
や
意
見
を
言
い
た
い
」

な
ど
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委
員
が

応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も

厳
守
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。心
配
ご
と
相
談
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

11
月
７
日
・
12
月
５
日

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

　「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施
に
合

わ
せ
て
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

・
国
税
庁
の
1
年
間
の
活
動
や
そ
の

年
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
統
計
資
料

な
ど
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

・
国
税
に
関
す
る
制
度
や
手
続
の
解

説
番
組
の
ほ
か
、
調
査
や
徴
収
な
ど

の
国
税
庁
の
業
務
を
動
画
番
組
で
紹

介
し
ま
す
。

・
国
税
庁
が
新
し
く
取
り
組
ん
で
い

る
事
項
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

②
S
N
S
を
利
用
し
た
広
報

　「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施
に
合

わ
せ
て
、YouTube

の「
国
税
庁
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組

「W
eb-Tax-TV

」に
新
着
動
画
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
新
着
情
報
な
ど

の
各
種
情
報
を
X
（
旧Tw

itter

）
で

発
信
し
ま
す
。

る
方
に
対
し
、
12
月
末
ま
で
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。（
確
定
申
告
書

は
提
出
で
き
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
会
場
　
富
岡
税
務
署

●
相
談
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日
・

第
４
火
曜
日

●
相
談
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
4
0
7

（
資
産
課
税
部
門
）

※
高
崎
税
務
署
資
産
課
税
部
門
に
転

送
さ
れ
ま
す

　
国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租

税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対

す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
1
年
を
通
じ
て
租
税
に
関

す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を

考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集
中
的
に

様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

広
報

　
令
和
５
年
分
の
確
定
申
告
で
新
規

に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
予
定
の
方
で
、申
告
の
た
め
の
事
前

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
12

月
15
日（
金
）ま
で
個
別
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。（
確
定
申
告
書
は
提
出
で

き
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
会
場
　
富
岡
税
務
署

●
相
談
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

●
相
談
時
間

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
30
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

☎
0
2
7
4
―
63
―
2
2
3
5

（
個
人
課
税
部
門
）

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
い「
2
」を
選
択

　
令
和
５
年
１
月
以
降
に
土
地
や
建

物
を
売
却
・
交
換
・
収
用
等
さ
れ
た

方
や
贈
与
を
受
け
た
方
な
ど
で
、
申

告
の
た
め
の
事
前
相
談
を
希
望
さ
れ

　
消
防
署
で
は
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
の
出
張
取
り
付
け
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の

煙
を
感
知
し
音
で
火
災
発
生
を
知
ら

せ
、
早
期
初
期
消
火
及
び
避
難
の
手

助
け
と
な
り
ま
す
。

　
取
り
付
け
を
考
え
て
い
る
が
、
自

分
で
は
取
り
付
け
ら
れ
な
い
、頼
め
る

人
が
い
な
い
と
い
う
世
帯
に
消
防
職

員
が
出
張
し
取
り
付
け
い
た
し
ま

す
。

●
対
象
世
帯
　
取
り
付
け
が
困
難
な

人
の
み
の
世
帯

●
申
込
期
間
　
令
和
5
年
11
月
1
日

か
ら
11
月
30
日
ま
で

●
申
込
方
法
　
消
防
本
部
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

☎
0
2
7
4
―
62
―
4
3
2
5

※
申
込
時
に
取
り
付
け
日
時
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
そ
の
他
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

（
電
池
式
の
物
に
限
る
）
は
、
ご
自
身

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。消
防
署
で
は

販
売
及
び
取
り
付
け
費
用
は
頂
き
ま

せ
ん
。（
無
料
）

　
毎
月
10
日
は
「
ぐ
ん
ま
住
警
器
の

日
」で
す
。月
に
一
度
、住
警
器
の
点
検

や
管
理
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

行
政
相
談

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

事
前
相
談
会

土
地・建
物
を
売
却
等
さ
れ
た
方

及
び
贈
与
を
受
け
た
方
の
事
前

相
談
会

令
和
５
年
度
　
税
を
考
え
る

週
間
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

人
権
相
談

全
国
一斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

詳しくはこちら

土地・建物を
売却された方

贈与を
受けた方

国税庁の
取組紹介

国税庁
動画チャンネル
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■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

負
傷
又
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
及
び

日
本
国
外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
死
亡
、
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
ご
遺
族
や
被
害
に
あ
わ
れ
た

ご
本
人
に
対
し
て
、国
が
一
時
金
を
支

給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
審
査
に

よ
り
、
減
額
又
は
不
支
給
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　富
岡
警
察
署
警
務

課（
☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

内
線
2
1
1
）

　
令
和
6
年
度
普
通
課
程
木
造
建

築
科
、
普
通
課
程
建
築
設
計
科
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間

木
造
建
築
科
2
年（
昼
間
訓
練
）

建
築
設
計
科
2
年（
夜
間
訓
練
）

●
訓
練
日
数

木
造
建
築
科（
昼
間
訓
練
）

月
に
3
日
〜
5
日

建
築
設
計
科（
夜
間
訓
練
）

月
に
6
日
〜
9
日

●
訓
練
時
間

木
造
建
築
科
　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
30
分

建
築
設
計
科
　
午
後
5
時
50
分
〜

午
後
9
時
15
分

※
訓
練
の
開
始
、終
了
時
間
は
、変
更

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
る
前
に
ご
縁
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
♪
　
和
気
あ
い
あ
い
、ね

ぎ
掘
り
体
験
！

●
開
催
日
時
　
12
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

●
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た
集
合

●
募
集
人
数
　
男
女
各
10
名
程
度

●
年
齢
　
20
代
半
ば
〜
40
代
ま
で

●
料
金
　
男
性
　
３
，
５
０
０
円
　

　
　
　
　
女
性
　
２
，０
０
０
円
　

●
お
申
込
み
方
法

メ
ー
ル（prior.party@

prior.co.jp

）

に
て

◯
件
名
　
12
／
17
イ
ベ
ン
ト
申
込

◯
本
文
　
①
氏
名
・
性
別

②
年
齢
生
年
月
日
　
③
職
業

④
携
帯
番
号

⑤
お
住
ま
い（
市
町
村
・
他
）を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

12
月
６
日（
水
）ま
で

抽
選
制（
町
内
在
住
・

在
勤
の
方
は
優
先
）

◇
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
は
、
婚
活

や
結
婚
に
向
け
て
の
個
別
相
談
（
無

料
）
を
承
り
ま
す
。応
募
期
間
内
に
右

記
へ
メ
ー
ル
も
し
く
は
お
電
話
で
ご

相
談
希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
訓
練
内
容

木
造
建
築
科

専
門
学
科
・
基
本
実
技

建
築
設
計
科

建
築
物
の
製
図
、写
図
、設
計
に
お
け

る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
学
科
と

主
に
J
W
―
C
A
D
を
使
用
し
て
、

建
築
設
計
実
技
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
受
講
資
格

建
築
関
連
事
業
所
後
継
者
（
労
災
保

険
加
入
者
）お
よ
び

従
業
員
（
労
災
保
険
及
び
雇
用
保
険

加
入
者
）

●
訓
練
費
等

入
校
希
望
者
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員

木
造
建
築
科
5
人

建
築
設
計
科
5
人

※
但
し
、
各
科
と
も
申
込
者
が
3
人

以
下
の
場
合
は
、
訓
練
を
中
止
し
ま

す
。

●
申
込
期
間

令
和
5
年
12
月
1
日
〜

令
和
6
年
1
月
31
日

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

（
☎
0
2
7
4
―
77
―
1
5
8
8
）

（
平
日
、午
前
9
時
〜
午
後
5
時

但
し
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

　
刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判

の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種

機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

●
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一
部

に
つ
い
て
警
察
が
経
費
を
支
出
す
る

等
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
等
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

●
精
神
的
負
担
の
軽
滅

　
安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
な

ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談

電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

●
安
全
の
確
保

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立

ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な

機
材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
講

じ
ま
す
。

●
犯
罪
被
寄
給
付
制
度
及
び
国
外

犯
罪
被
害
弔
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、

警
察
が
行
う
犯
罪
被
書
者

支
援
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集

町
一周
駅
伝
競
走
大
会
の
予
定

令
和
６
年
度 

春
の
優
良
自
動
車

運
転
者
表
彰
申
請

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

バ
ス
ツ
ア
ー
」参
加
者
募
集

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

作
業
の
お
知
ら
せ

〜
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
に
触
れ
る・

め
ぐ
り
逢
い
♡G

O
-EN

（
ご
縁
） 〜

下
仁
田
ね
ぎ
掘
り
体
験
＆

出
会
い
交
流
会

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

●
日
時
　
令
和
６
年
１
月
21
日（
日
）

●
開
会
式
会
場
　

下
仁
田
中
学
校
校
庭

●
コ
ー
ス
　
町
内
周
回
コ
ー
ス

●
申
込
み
期
限
　
12
月
１
日（
金
）ま
で

●
代
表
者
会
議
　
12
月
中
旬
に
開
催

予
定

※
当
日
の
天
候
等
に
よ
り
大
会
を
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　町
体
育
協
会
事
務

局（
教
育
委
員
会
内
）

☎
82
―
２
１
１
５（
内
線
７
１
４
）

●
期
日
　
令
和
５
年
12
月
10
日（
日
）

●
行
き
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

●
参
加
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母（
父
）

子
家
庭
の
母（
父
）と
子（
高
校
生
以
下
）

及
び
寡
婦

●
参
加
費
　

大
人（
非
会
員
）　
１
６
，０
０
０
円

母（
父
）子
会
員
　
１
５
，０
０
０
円

中
・
高
校
生
　
　
１
３
，０
０
０
円

乳
幼
・
小
学
生
　
１
０
，０
０
０
円

３
歳
以
下
の
乳
幼
児
　
３
，０
０
０
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ
ス

代
・
保
険
料
・
パ
ス
ポ
ー
ト
代
）

●
乗
車
場
所
　
ら
ら
ん
藤
岡
・
高

崎
駅
東
口
・
そ
の
他

●
申
込
み
方
法

●
受
付
期
間

　
令
和
５
年
12
月
１
日（
金
）か
ら
令

和
６
年
１
月
19
日（
月
）但
し
、
12
月

１
日
以
降
に
取
得
し
た
無
事
故
・
無

違
反
証
明
書
を
持
参
し
た
場
合
は
、

令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
の
申
請
手

続
き
は
交
通
安
全
協
会
が
代
行
し
ま

す
の
で
、
免
許
証
、
印
章
、
証
明
書
代

６
７
０
円
を
持
参
し
て
富
岡
交
通
安

全
協
会
ま
た
は
下
仁
田
交
番
（
火
曜

日
の
み
）
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。ま

た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に
証
明
書

を
と
っ
た
方
は
、
利
和
６
年
１
月
31

日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類
　

銅
章（
５
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

②
銀
章（
10
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

③
金
章（
15
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

④
金
冠
銀
章（
20
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

⑤
金
冠
金
章（
30
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

⑥
旭
日
金
冠
章（
40
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

●
そ
の
他

　
表
彰
式
は
、
令
和
６
年
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
中
を
予
定
。申
請
用

紙
は
、富
岡
交
通
安
全
協
会
ま
た
は
、

下
仁
田
交
番（
火
曜
日
）に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。詳
細
は
、富
岡
交
通
安
全

協
会
ま
で（
☎
63
―
２
４
２
４
）

「
群
馬
県
母
子
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申

込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。定
員
は
親
子
合
わ
せ
て
２
０

０
名
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

●
募
集
締
切

令
和
５
年
11
月
10
日（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
7
1
―
0
8
4
3

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
５
階

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦
福

祉
協
議
会
　
　

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

　
建
設
水
道
課
で
は
、
計
量
法
に
定

め
ら
れ
た
検
定
有
効
期
間
が
満
了
す

る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業

を
町
指
定
工
事
店
に
委
託
し
て
行
い

ま
す
。期
間
中
に
該
当
す
る
世
帯
・

事
業
所
等
に
委
託
業
者
が
伺
い
、

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業
を
行
い

ま
す
。そ
の
際
、
一
時
的
に
断
水
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◯
取
り
替
え
期
間
　
11
月
〜
1
月

◯
取
り
替
え
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
64
―
８
８
０
８（
直
通
）

●
問
い
合
わ
せ（
運
営
委
託
）

プ
リ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　

婚
活
事
務
局 

金
井 

ま
で

（
☎
0
8
0
―
2
0
7
7
―
5
9
6
0
）

　「
古
嶽
山
（
こ
た
け
さ
ん
）」へ
の
町

民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
左
記
の
日
程
で
行

い
ま
す
。静
か
な
町
内
の
山
歩
き
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
　
11
月
19
日（
日
）

●
集
合
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た
駐

車
場

●
集
合
時
間
　
午
前
９
時

●
参
加
費
　
無
料

●
持
ち
物
・
支
度
　
山
歩
き
に
適
し

た
靴
・
雨
具
・
手
袋
・
飲
料
水
・

お
弁
当
・
保
険
証
コ
ピ
ー
・
ビ
ニ
ー

ル
袋
・
そ
の
他
嗜
好
品
な
ど
（
※
ス

カ
ー
ト
・
革
靴
な
ど
軽
装
で
の
参
加

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

●
歩
行
コ
ー
ス
　
道
の
駅
-石
淵
-古

嶽
山
-浅
間
山
（
せ
ん
げ
ん
や
ま
）
分

岐
-山
際
公
園
-小
坂
坂
峠
-千
平
-

道
の
駅（
※
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
、
中

止
又
は
コ
ー
ス
変
更
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
宅

☎
82
―
５
８
８
３

又
は
下
仁
田
町
教
育
委
員
会
事
務

局
　
☎
82
―
２
１
１
５

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
町
内
歩
け
歩
け
）

申込みQR
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■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
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■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

負
傷
又
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
及
び

日
本
国
外
に
お
け
る
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
死
亡
、
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
ご
遺
族
や
被
害
に
あ
わ
れ
た

ご
本
人
に
対
し
て
、国
が
一
時
金
を
支

給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
審
査
に

よ
り
、
減
額
又
は
不
支
給
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　富
岡
警
察
署
警
務

課（
☎
0
2
7
4
―
62
―
0
1
1
0

内
線
2
1
1
）

　
令
和
6
年
度
普
通
課
程
木
造
建

築
科
、
普
通
課
程
建
築
設
計
科
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間

木
造
建
築
科
2
年（
昼
間
訓
練
）

建
築
設
計
科
2
年（
夜
間
訓
練
）

●
訓
練
日
数

木
造
建
築
科（
昼
間
訓
練
）

月
に
3
日
〜
5
日

建
築
設
計
科（
夜
間
訓
練
）

月
に
6
日
〜
9
日

●
訓
練
時
間

木
造
建
築
科
　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
30
分

建
築
設
計
科
　
午
後
5
時
50
分
〜

午
後
9
時
15
分

※
訓
練
の
開
始
、終
了
時
間
は
、変
更

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
る
前
に
ご
縁
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
♪
　
和
気
あ
い
あ
い
、ね

ぎ
掘
り
体
験
！

●
開
催
日
時
　
12
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

●
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た
集
合

●
募
集
人
数
　
男
女
各
10
名
程
度

●
年
齢
　
20
代
半
ば
〜
40
代
ま
で

●
料
金
　
男
性
　
３
，
５
０
０
円
　

　
　
　
　
女
性
　
２
，０
０
０
円
　

●
お
申
込
み
方
法

メ
ー
ル（prior.party@

prior.co.jp

）

に
て

◯
件
名
　
12
／
17
イ
ベ
ン
ト
申
込

◯
本
文
　
①
氏
名
・
性
別

②
年
齢
生
年
月
日
　
③
職
業

④
携
帯
番
号

⑤
お
住
ま
い（
市
町
村
・
他
）を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

12
月
６
日（
水
）ま
で

抽
選
制（
町
内
在
住
・

在
勤
の
方
は
優
先
）

◇
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
は
、
婚
活

や
結
婚
に
向
け
て
の
個
別
相
談
（
無

料
）
を
承
り
ま
す
。応
募
期
間
内
に
右

記
へ
メ
ー
ル
も
し
く
は
お
電
話
で
ご

相
談
希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
訓
練
内
容

木
造
建
築
科

専
門
学
科
・
基
本
実
技

建
築
設
計
科

建
築
物
の
製
図
、写
図
、設
計
に
お
け

る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
学
科
と

主
に
J
W
―
C
A
D
を
使
用
し
て
、

建
築
設
計
実
技
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
受
講
資
格

建
築
関
連
事
業
所
後
継
者
（
労
災
保

険
加
入
者
）お
よ
び

従
業
員
（
労
災
保
険
及
び
雇
用
保
険

加
入
者
）

●
訓
練
費
等

入
校
希
望
者
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
人
員

木
造
建
築
科
5
人

建
築
設
計
科
5
人

※
但
し
、
各
科
と
も
申
込
者
が
3
人

以
下
の
場
合
は
、
訓
練
を
中
止
し
ま

す
。

●
申
込
期
間

令
和
5
年
12
月
1
日
〜

令
和
6
年
1
月
31
日

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

（
☎
0
2
7
4
―
77
―
1
5
8
8
）

（
平
日
、午
前
9
時
〜
午
後
5
時

但
し
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
や
そ
の
ご
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
提
供

　
刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判

の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種

機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

●
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の
一
部

に
つ
い
て
警
察
が
経
費
を
支
出
す
る

等
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
等
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

●
精
神
的
負
担
の
軽
滅

　
安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
な

ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談

電
話
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

●
安
全
の
確
保

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を

受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立

ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、
様
々
な

機
材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
講

じ
ま
す
。

●
犯
罪
被
寄
給
付
制
度
及
び
国
外

犯
罪
被
害
弔
金
等
支
給
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、

警
察
が
行
う
犯
罪
被
書
者

支
援
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集

町
一周
駅
伝
競
走
大
会
の
予
定

令
和
６
年
度 

春
の
優
良
自
動
車

運
転
者
表
彰
申
請

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

バ
ス
ツ
ア
ー
」参
加
者
募
集

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

作
業
の
お
知
ら
せ

〜
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
に
触
れ
る・

め
ぐ
り
逢
い
♡G

O
-EN

（
ご
縁
） 〜

下
仁
田
ね
ぎ
掘
り
体
験
＆

出
会
い
交
流
会

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

●
日
時
　
令
和
６
年
１
月
21
日（
日
）

●
開
会
式
会
場
　

下
仁
田
中
学
校
校
庭

●
コ
ー
ス
　
町
内
周
回
コ
ー
ス

●
申
込
み
期
限
　
12
月
１
日（
金
）ま
で

●
代
表
者
会
議
　
12
月
中
旬
に
開
催

予
定

※
当
日
の
天
候
等
に
よ
り
大
会
を
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　町
体
育
協
会
事
務

局（
教
育
委
員
会
内
）

☎
82
―
２
１
１
５（
内
線
７
１
４
）

●
期
日
　
令
和
５
年
12
月
10
日（
日
）

●
行
き
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

●
参
加
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母（
父
）

子
家
庭
の
母（
父
）と
子（
高
校
生
以
下
）

及
び
寡
婦

●
参
加
費
　

大
人（
非
会
員
）　
１
６
，０
０
０
円

母（
父
）子
会
員
　
１
５
，０
０
０
円

中
・
高
校
生
　
　
１
３
，０
０
０
円

乳
幼
・
小
学
生
　
１
０
，０
０
０
円

３
歳
以
下
の
乳
幼
児
　
３
，０
０
０
円

※
参
加
費
に
含
ま
れ
る
も
の
（
バ
ス

代
・
保
険
料
・
パ
ス
ポ
ー
ト
代
）

●
乗
車
場
所
　
ら
ら
ん
藤
岡
・
高

崎
駅
東
口
・
そ
の
他

●
申
込
み
方
法

●
受
付
期
間

　
令
和
５
年
12
月
１
日（
金
）か
ら
令

和
６
年
１
月
19
日（
月
）但
し
、
12
月

１
日
以
降
に
取
得
し
た
無
事
故
・
無

違
反
証
明
書
を
持
参
し
た
場
合
は
、

令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
無
事
故
・
無
違
反
証
明
の
申
請
手

続
き
は
交
通
安
全
協
会
が
代
行
し
ま

す
の
で
、
免
許
証
、
印
章
、
証
明
書
代

６
７
０
円
を
持
参
し
て
富
岡
交
通
安

全
協
会
ま
た
は
下
仁
田
交
番
（
火
曜

日
の
み
）
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。ま

た
、
個
人
で
申
請
期
間
内
に
証
明
書

を
と
っ
た
方
は
、
利
和
６
年
１
月
31

日
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類
　

銅
章（
５
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

②
銀
章（
10
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

③
金
章（
15
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

④
金
冠
銀
章（
20
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

⑤
金
冠
金
章（
30
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

⑥
旭
日
金
冠
章（
40
年
以
上
無
事
故
無
違
反
）

●
そ
の
他

　
表
彰
式
は
、
令
和
６
年
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
中
を
予
定
。申
請
用

紙
は
、富
岡
交
通
安
全
協
会
ま
た
は
、

下
仁
田
交
番（
火
曜
日
）に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。詳
細
は
、富
岡
交
通
安
全

協
会
ま
で（
☎
63
―
２
４
２
４
）

「
群
馬
県
母
子
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申

込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。定
員
は
親
子
合
わ
せ
て
２
０

０
名
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

●
募
集
締
切

令
和
５
年
11
月
10
日（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
7
1
―
0
8
4
3

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
５
階

一
般
財
団
法
人
群
馬
県
母
子
寡
婦
福

祉
協
議
会
　
　

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
6

　
建
設
水
道
課
で
は
、
計
量
法
に
定

め
ら
れ
た
検
定
有
効
期
間
が
満
了
す

る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業

を
町
指
定
工
事
店
に
委
託
し
て
行
い

ま
す
。期
間
中
に
該
当
す
る
世
帯
・

事
業
所
等
に
委
託
業
者
が
伺
い
、

メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業
を
行
い

ま
す
。そ
の
際
、
一
時
的
に
断
水
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◯
取
り
替
え
期
間
　
11
月
〜
1
月

◯
取
り
替
え
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
64
―
８
８
０
８（
直
通
）

●
問
い
合
わ
せ（
運
営
委
託
）

プ
リ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　

婚
活
事
務
局 

金
井 

ま
で

（
☎
0
8
0
―
2
0
7
7
―
5
9
6
0
）

　「
古
嶽
山
（
こ
た
け
さ
ん
）」へ
の
町

民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
左
記
の
日
程
で
行

い
ま
す
。静
か
な
町
内
の
山
歩
き
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
　
11
月
19
日（
日
）

●
集
合
場
所
　
道
の
駅
し
も
に
た
駐

車
場

●
集
合
時
間
　
午
前
９
時

●
参
加
費
　
無
料

●
持
ち
物
・
支
度
　
山
歩
き
に
適
し

た
靴
・
雨
具
・
手
袋
・
飲
料
水
・

お
弁
当
・
保
険
証
コ
ピ
ー
・
ビ
ニ
ー

ル
袋
・
そ
の
他
嗜
好
品
な
ど
（
※
ス

カ
ー
ト
・
革
靴
な
ど
軽
装
で
の
参
加

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

●
歩
行
コ
ー
ス
　
道
の
駅
-石
淵
-古

嶽
山
-浅
間
山
（
せ
ん
げ
ん
や
ま
）
分

岐
-山
際
公
園
-小
坂
坂
峠
-千
平
-

道
の
駅（
※
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
、
中

止
又
は
コ
ー
ス
変
更
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
宅

☎
82
―
５
８
８
３

又
は
下
仁
田
町
教
育
委
員
会
事
務

局
　
☎
82
―
２
１
１
５

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
町
内
歩
け
歩
け
）

申込みQR

19 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 18広
報しもにた



身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
10
月
3
日
、（
株
）親
広
産
業（
岡
田

広
行 

代
表
取
締
役
）様
か
ら
東
和
銀

行
S
D
G
s
私
募
債
を
通
じ
て
、車
い

す
が
5
台
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
頂
い
た
車
い
す
は
下
仁
田
厚
生
病

院
、か
ぶ
ら
の
里
で
有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
下
仁
田
高
校
の
生
徒
さ
ん
達
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
ア
カ
ザ
を
き
れ
い

な
杖
に
加
工
し
、
町
に
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
荒
船
風
穴
へ
の
来
訪

者
の
た
め
に
、
大
事
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
歴
史
館  

☎
82―

５
３
４
５

東
和
銀
行
S
D
G
s
私
募
債
に
よ
り

（
株
）親
広
産
業
様
か
ら『
車
い
す
』を

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

高
校
生
か
ら
ア
カ
ザ
の
杖

　
上
原
建
設
様（
五
十
嵐
修
代
表
取
締

役
社
長
）に
よ
り
、川
遊
び
や
ジ
オ
パ
ー

ク
の
見
学
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る

「
青
岩
公
園
」な
ど
の
美
化
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
足
場
の
悪
い
危
険
な
河
川
区
域
内

の
木
や
草
な
ど
を
伐
採
し
て
い
た
だ

き
、公
園
の
河
原
全
体
が
見
渡
せ
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
、学
校
団
体
の
受
け
入
れ

な
ど
が
安
全
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

上
原
建
設（
株
）の
地
域
貢
献
活
動

「
青
岩
公
園
」周
辺
美
化
活
動

　
町
で
は
、町
が
発
注
す
る
工
事
を
優

秀
な
施
工
技
術
で
完
成
し
た
受
注
者

を
表
彰
す
る
、優
秀
建
設
工
事
等
表
彰

式
を
10
月
20
日（
金
）に
執
り
行
い
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、下
記
の
事
業
者
及
び

技
術
者
の
皆
様
へ
町
長
か
ら
表
彰
状
を

授
与
し
ま
し
た
。

優
秀
建
設
工
事
等
表
彰
式

優
秀
建
設
工
事
等
表
彰
式令和４年度完成優良建設工事箇所（2社2件）

工　事　名 業　者　名 技　術　者

令和４年度
普通河川小入沢
河川改修工事

有限会社 黒沢組
代表取締役
黒澤　雅史

主任技術者
黒澤　和弘

令和４年度
町道3069号（大北野）
線路側改良工事

上原建設 株式会社
代表取締役
五十嵐　修

主任技術者
黛　　浩史

　
９
月
10
日（
日
）サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、す
が
す
が
し

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
36
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会
結
果

男子シングルス

中澤　一夫

向井　光男

優　勝

準優勝

第３位

女子シングルス

小須田敦子

-

広報しもにた9月号「夏祭り協賛金に対する御礼」において、ご芳名に記載漏れがありましたこと、心よりお詫び申し上げます。
以下、ご芳名（事業所名等）をご報告させていただき、花火協賛金に対する御礼に代えさせていただきます。

夏祭り花火協賛金に対する御礼　記載漏れのお詫び

こばやし様　掛川信二郎様下仁田地区

赤岩　素明 安本志津子

吉野千久沙戸塚　均

　有限会社マル英商事 代表取締役 小井土英雄 様から『企業版ふるさと納税』として、金２,５００万円のご
寄附を頂きました。
　同社からのご寄附は３年連続で、今回を合わせ７,５００万円となり、これ以外にも、数年に渡り小井土
様の個人的なご寄附として金１,５００万円をご寄附いただいております。
　これまで、会社・個人を合わせて総額９,０００万円が下仁田町に寄附され、『ねぎとこんにゃく下仁田奨
学金事業』にかかる教育資金として活用させていただいております。

有限会社　マル英商事（茨城県常総市）　代表取締役　小井土　英雄 様

〇会社概要　
　金属原料及び産業廃棄物、一般廃棄物の再生処理業
　シュレッダーダストから効率的に有価金属の回収・選別を行う選別技術を開発。リサイクル事業を通じた
事業を大きく展開しながら成長を遂げる優良企業です。
〇寄付経緯　
　マル英商事　小井土代表取締役は、下仁田町出身で、茨城県常総市で１９９８年に金属の再資源化事
業で創業し、２００１年に有限会社マル英商事を設立。
　これまでもカンボジアでの学校建設や慈善活動団体への寄附など、多くの社会貢献活動をしてこられました。
　この度、出身地の下仁田町へ貢献をしたいということで、当町の奨学金事業にご賛同をいただき、ご寄附
を賜りました。

(有)マル英商事 代表取締役 小井土英雄様から
２,５００万円のご寄附

(有)マル英商事 代表取締役 小井土英雄様から
２,５００万円のご寄附

21 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 20広
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）
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を
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ま
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。
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建
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事
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彰
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優
秀
建
設
工
事
等
表
彰
式令和４年度完成優良建設工事箇所（2社2件）

工　事　名 業　者　名 技　術　者

令和４年度
普通河川小入沢
河川改修工事

有限会社 黒沢組
代表取締役
黒澤　雅史

主任技術者
黒澤　和弘

令和４年度
町道3069号（大北野）
線路側改良工事

上原建設 株式会社
代表取締役
五十嵐　修

主任技術者
黛　　浩史

　
９
月
10
日（
日
）サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、す
が
す
が
し

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
36
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会
結
果

男子シングルス

中澤　一夫

向井　光男

優　勝

準優勝

第３位

女子シングルス

小須田敦子

-

広報しもにた9月号「夏祭り協賛金に対する御礼」において、ご芳名に記載漏れがありましたこと、心よりお詫び申し上げます。
以下、ご芳名（事業所名等）をご報告させていただき、花火協賛金に対する御礼に代えさせていただきます。

夏祭り花火協賛金に対する御礼　記載漏れのお詫び

こばやし様　掛川信二郎様下仁田地区

赤岩　素明 安本志津子

吉野千久沙戸塚　均

　有限会社マル英商事 代表取締役 小井土英雄 様から『企業版ふるさと納税』として、金２,５００万円のご
寄附を頂きました。
　同社からのご寄附は３年連続で、今回を合わせ７,５００万円となり、これ以外にも、数年に渡り小井土
様の個人的なご寄附として金１,５００万円をご寄附いただいております。
　これまで、会社・個人を合わせて総額９,０００万円が下仁田町に寄附され、『ねぎとこんにゃく下仁田奨
学金事業』にかかる教育資金として活用させていただいております。

有限会社　マル英商事（茨城県常総市）　代表取締役　小井土　英雄 様

〇会社概要　
　金属原料及び産業廃棄物、一般廃棄物の再生処理業
　シュレッダーダストから効率的に有価金属の回収・選別を行う選別技術を開発。リサイクル事業を通じた
事業を大きく展開しながら成長を遂げる優良企業です。
〇寄付経緯　
　マル英商事　小井土代表取締役は、下仁田町出身で、茨城県常総市で１９９８年に金属の再資源化事
業で創業し、２００１年に有限会社マル英商事を設立。
　これまでもカンボジアでの学校建設や慈善活動団体への寄附など、多くの社会貢献活動をしてこられました。
　この度、出身地の下仁田町へ貢献をしたいということで、当町の奨学金事業にご賛同をいただき、ご寄附
を賜りました。

(有)マル英商事 代表取締役 小井土英雄様から
２,５００万円のご寄附

(有)マル英商事 代表取締役 小井土英雄様から
２,５００万円のご寄附

21 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 20広
報しもにた



公民館だより公民館だより

令和5年
第468号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

子ども体験学習事業「アサギマダラ観察会」を開催しました子ども体験学習事業「アサギマダラ観察会」を開催しました
　9月23日（土）に「アサギマダラ」の観察会を開催しました。下仁田浅葱斑の会の方々からアサギマダラに関する説明
を受け、蝶の羽にマーキングを行いました。フジバカマの花畑では、親子でいろいろな昆虫を採集しました。今後、この
マーキングした蝶が、全国各地のどの場所で採取されるのか追跡調査を行います。

－育てる楽しみも味わっていただけます♪－ 寄せ植え教室参加者募集－育てる楽しみも味わっていただけます♪－ 寄せ植え教室参加者募集
　ナチュラルな空気感を引き出す植え込み方法を一緒に学びませんか。
　野原をそのまま切りとって器に入れたような素敵な空間ができます。
　お早めにお申し込みください。
●日　時　１１月２４日（金）午後１時３０分～
●場　所　下仁田町公民館　３階　学習室
●講　師　勅使川原佐智子先生（下仁田）
●定　員　１０名（先着順）　　●対　象　成　人　
●材料費　3,500円
●持　物　エプロン
●募　集　１１月１日（水）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

　気づけばもう１２月はすぐそこ。今年の大掃除はどうしますか？お片付けや掃除の基本を学べば、おうちのキレイを
保つのは簡単！今日から一緒に始めて、年末は楽をしちゃいましょう。
●日　時　１２月４日（月）　午後１時３０分～　　●場　所　下仁田町公民館　３階大会議室
●対　象　成　人　　　　　　　　　　　　　　　●定　員　１５名（先着順）
●講　師　整理収納アドバイザー、整理収納教育士・山田千里先生（前橋市）
●参加費　無　料
●募　集　１１月１日（水）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

図書室掲示板

　公民館図書室では、秋の読書週間に合わせ、下仁田小中学校代表児童・生徒
の読書感想文を１１月９日（木）まで展示しています。子どもたちが図書を読ん
でどう感じ、文章で表現したのか、ご来館の際にぜひご覧ください。

「夏の課題図書」読書感想文の代表優秀作品を展示中

「年末のお片付け講座」受講者募集!!「年末のお片付け講座」受講者募集!!

下小１年　小須田 源くんからのコメントです。

楽しかった。また、来たいです。

お掃除のハードルを下げたい方、
お片付けに悩んでいる方、年齢を問わず大集合!!

お掃除のハードルを下げたい方、
お片付けに悩んでいる方、年齢を問わず大集合!!

　北海道産そば粉を使った手打ちそば教室を開催します。（約3人前を各自打ちます）
　ご自身で打ったそばを試食し残りは持ち帰ります。わかりやすく丁寧に指導しますので初心者の方もふるってご参加
ください。皆様のご応募をお待ちしています。
●日　時　１２月２０日（水）　午前９時～（10分前にはご集合ください）
●場　所　下仁田町公民館　２階栄養学習室　
●対　象　成　人
●定　員　１２名（先着順）　
●講　師　中澤一夫先生（西牧）
●材料費　１０００円（北海道産そば粉・打ち粉・つゆ等）
●持ち物　エプロン、マスク、三角巾、タオル、持ち帰り用タッパー
　　　　　（ﾀﾃ20×ﾖｺ15×ﾀｶｻ5㎝位がお勧めです）
●募　集　１１月１日（水）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

「年越しそば教室」のご案内「年越しそば教室」のご案内

　１１月１８日（土）～２０日（月）の３日間、第４４回町民文化祭作品展
示会が、文化ホールにおいて開催されます。この１年間で、文化協会会員の
みなさんや町民の方々が制作した絵画、写真、手芸、書など、様々な作品が
展示されます。見ているだけで心が和むような作品や力作が多数展示されま
すので、たくさんの方々のご来場をお待ちしております。１８日（土）に
は、下仁田茶道会による抹茶サービスがあります。皆様のご来場をお待ちし
ています。
●期　日　１１月１８日（土）～２０日（月）
●時　間　１８日・１９日は午前１０時～午後４時、
　　　　　２０日は午前１０時～午後２時３０分

町民文化祭作品展示会 町民文化祭作品展示会 

　群馬県立図書館では、図書館未設置町村の公民館図書室に対する蔵書充実支援として、図書一括貸出を行っ
てきましたが、９月２７日（水）に最後の配送（受け入れ）をもって本年度（返却は令和６年１月１９日ま
で）で終了となります。なお、引き続き、図書館連携事業の一環として、近隣図書館並びに近隣各公民館図書
室との相互貸借事業は、実施いたしますので、希望本のリクエスト等今後ともお気軽にご利用ください。

群馬県立図書館町村一括貸出事業終了のお知らせ群馬県立図書館町村一括貸出事業終了のお知らせ

※写真は参考例です。
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公民館だより公民館だより

令和5年
第468号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

子ども体験学習事業「アサギマダラ観察会」を開催しました子ども体験学習事業「アサギマダラ観察会」を開催しました
　9月23日（土）に「アサギマダラ」の観察会を開催しました。下仁田浅葱斑の会の方々からアサギマダラに関する説明
を受け、蝶の羽にマーキングを行いました。フジバカマの花畑では、親子でいろいろな昆虫を採集しました。今後、この
マーキングした蝶が、全国各地のどの場所で採取されるのか追跡調査を行います。

－育てる楽しみも味わっていただけます♪－ 寄せ植え教室参加者募集－育てる楽しみも味わっていただけます♪－ 寄せ植え教室参加者募集
　ナチュラルな空気感を引き出す植え込み方法を一緒に学びませんか。
　野原をそのまま切りとって器に入れたような素敵な空間ができます。
　お早めにお申し込みください。
●日　時　１１月２４日（金）午後１時３０分～
●場　所　下仁田町公民館　３階　学習室
●講　師　勅使川原佐智子先生（下仁田）
●定　員　１０名（先着順）　　●対　象　成　人　
●材料費　3,500円
●持　物　エプロン
●募　集　１１月１日（水）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

　気づけばもう１２月はすぐそこ。今年の大掃除はどうしますか？お片付けや掃除の基本を学べば、おうちのキレイを
保つのは簡単！今日から一緒に始めて、年末は楽をしちゃいましょう。
●日　時　１２月４日（月）　午後１時３０分～　　●場　所　下仁田町公民館　３階大会議室
●対　象　成　人　　　　　　　　　　　　　　　●定　員　１５名（先着順）
●講　師　整理収納アドバイザー、整理収納教育士・山田千里先生（前橋市）
●参加費　無　料
●募　集　１１月１日（水）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

図書室掲示板

　公民館図書室では、秋の読書週間に合わせ、下仁田小中学校代表児童・生徒
の読書感想文を１１月９日（木）まで展示しています。子どもたちが図書を読ん
でどう感じ、文章で表現したのか、ご来館の際にぜひご覧ください。

「夏の課題図書」読書感想文の代表優秀作品を展示中

「年末のお片付け講座」受講者募集!!「年末のお片付け講座」受講者募集!!

下小１年　小須田 源くんからのコメントです。

楽しかった。また、来たいです。

お掃除のハードルを下げたい方、
お片付けに悩んでいる方、年齢を問わず大集合!!

お掃除のハードルを下げたい方、
お片付けに悩んでいる方、年齢を問わず大集合!!

　北海道産そば粉を使った手打ちそば教室を開催します。（約3人前を各自打ちます）
　ご自身で打ったそばを試食し残りは持ち帰ります。わかりやすく丁寧に指導しますので初心者の方もふるってご参加
ください。皆様のご応募をお待ちしています。
●日　時　１２月２０日（水）　午前９時～（10分前にはご集合ください）
●場　所　下仁田町公民館　２階栄養学習室　
●対　象　成　人
●定　員　１２名（先着順）　
●講　師　中澤一夫先生（西牧）
●材料費　１０００円（北海道産そば粉・打ち粉・つゆ等）
●持ち物　エプロン、マスク、三角巾、タオル、持ち帰り用タッパー
　　　　　（ﾀﾃ20×ﾖｺ15×ﾀｶｻ5㎝位がお勧めです）
●募　集　１１月１日（水）～
●問い合わせ・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

「年越しそば教室」のご案内「年越しそば教室」のご案内

　１１月１８日（土）～２０日（月）の３日間、第４４回町民文化祭作品展
示会が、文化ホールにおいて開催されます。この１年間で、文化協会会員の
みなさんや町民の方々が制作した絵画、写真、手芸、書など、様々な作品が
展示されます。見ているだけで心が和むような作品や力作が多数展示されま
すので、たくさんの方々のご来場をお待ちしております。１８日（土）に
は、下仁田茶道会による抹茶サービスがあります。皆様のご来場をお待ちし
ています。
●期　日　１１月１８日（土）～２０日（月）
●時　間　１８日・１９日は午前１０時～午後４時、
　　　　　２０日は午前１０時～午後２時３０分

町民文化祭作品展示会 町民文化祭作品展示会 

　群馬県立図書館では、図書館未設置町村の公民館図書室に対する蔵書充実支援として、図書一括貸出を行っ
てきましたが、９月２７日（水）に最後の配送（受け入れ）をもって本年度（返却は令和６年１月１９日ま
で）で終了となります。なお、引き続き、図書館連携事業の一環として、近隣図書館並びに近隣各公民館図書
室との相互貸借事業は、実施いたしますので、希望本のリクエスト等今後ともお気軽にご利用ください。

群馬県立図書館町村一括貸出事業終了のお知らせ群馬県立図書館町村一括貸出事業終了のお知らせ

※写真は参考例です。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

令
和
５
年 

秋 

開
始
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す

初
回
接
種
も
実
施
し
ま
す

乳
幼
児・小
児
の
方
へ
の

接
種
券
は
申
請
に
よ
り

発
行
し
ま
す

接
種
が
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関

他
の
予
防
接
種
と
の

接
種
間
隔

予
防
接
種
健
康
被
害

救
済
制
度

集
団
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

令
和
５
年
10
月
12
日
現
在
の
情
報
で
す
。

●
対
象
者

初
回
接
種
を
終
了
し
た
す
べ
て
の
方

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

原
則
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．

５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
ま
た
は
モ
デ
ル
ナ
社
）

●
接
種
間
隔
／
費
用

前
回
か
ら
３
か
月
以
上
／
無
料

●
実
施
期
間

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
（
予
定
）

※

期
間
中
に
一
人
１
回
接
種

●
接
種
券
の
送
付
に
つ
い
て

 

通
知
（
接
種
券
）
の
送
付
対
象
と
な

る
方
へ
の
発
送
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
65
歳
以
上…

９
月
27
日
発
送

②
基
礎
疾
患
に
該
当…

10
月
２
日

（
春
開
始
接
種
時
に
申
請
し
た
方
）

③
12
歳
以
上
64
歳
以
下…

10
月
31
日

（
予
定
）

◇
接
種
券
の
送
付
対
象
と
な
る
方

　
12
歳
以
上
で
前
回
の
接
種
期
間
に
下

仁
田
町
か
ら
接
種
券
が
送
付
さ
れ
、接

種
を
う
け
た
方

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　
前
回
町
か
ら
接
種
券
を
送
付
し
た

後
、接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
に
は
、

送
付
し
ま
せ
ん
。送
付
済
み
の
接
種
券

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
し
て
お
り
、

手
元
に
接
種
券
の
な
い
方
は
、
町
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

原
則
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
・
１
・

５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン

●
対
象
者

生
後
６
か
月
以
上
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

を
一
度
も
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

生
後
６
か
月
か
ら
11
歳
の
お
子
様
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳

・
初
回（
１
〜
３
回
目
）接
種

・
追
加（
４
回
目
）接
種

◇
５
〜
11
歳

・
初
回（
１
、２
回
目
）接
種

・
追
加
接
種

ワクチン接種についてワクチン接種について
●問い合わせ　保健課保健推進係（保健センター）　☎82―５４９０

接
種
に
は
予
約
が
必
要
で
す

　
予
約
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話

ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
予
約
時
に「
接
種
券
番
号
」「
生
年
月

日
」「
希
望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」を

確
認
し
ま
す
。

●
電
話

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
相
談
・
予
約
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
―
５
０
０
―
６
６
２
　

◇
電
話
の
か
け
間
違
い
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
受
付
日
時
：
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
）

「
富
岡
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

（
Ｉ
Ｄ
：
＠
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｏ
ｋ
ａ
ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
）」を
友
だ
ち
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら「
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
」を
選
択
し
、

送
信
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
っ
て
操

作
し
て
く
だ
さ
い
。

　
富
岡
市
甘
楽
郡
内
の
協
力
医
療
機

関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。各
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
接
種
間
隔
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
医
師
が
認
め
る
場
合
は
同
時
接
種
も

可
能
で
す
。）

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外

　
互
い
に
、
片
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

て
か
ら
２
週
間
後
に
接
種
で
き
ま
す

（
同
時
接
種
は
不
可
）。

※

創
傷
時
の
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
等
、

緊
急
性
を
要
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、

例
外
と
し
て
２
週
間
を
空
け
ず
に
接

種
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。各
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
接
種
間
隔
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
医
師
が
認
め
る
場
合
は
同
時
接
種
も

可
能
で
す
。）

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外

　
互
い
に
、
片
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

て
か
ら
２
週
間
後
に
接
種
で
き
ま
す

（
同
時
接
種
は
不
可
）。

※

創
傷
時
の
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
等
、

緊
急
性
を
要
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、

例
外
と
し
て
２
週
間
を
空
け
ず
に
接

種
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

富岡市公式
LINEアカウント

◇下仁田町
大沢クリニック
◇富岡市
石川胃腸科医院
こすげレディスクリニック
高井クリニック
中野整形外科医院
和田クリニック
◇甘楽町
安藤医院
篠原整形外科医院

佐藤医院

大竹外科胃腸科
コマチクリニック
滝田医院
細谷医院

奥村クリニック
原医院

下仁田厚生病院

小泉医院
須藤医院
たけべ医院
細谷クリニック

小幡医院

◇南牧村
大沢クリニックなんもく分院

香内医院
西毛病院
田村医院
宮崎医院

こがはらクリニック

1

2

3

4

区分 年齢（基礎疾患の有無）

・65歳以上

・12～64歳で（基礎疾患がある）
※春開始接種時（5/8～9/19）、基礎
疾患等を理由に接種券を発行した。
※医療従事者や高齢者施設等従
事者で申請した方は区分3の欄を
ご確認ください。

・12～64歳（区分2を除く）

・生後6か月～11歳

前回の接種券送付後、接種を受けた

【接種券の発送】 9/27発送済み
（前回の接種日が5/5～8/28の方）

【予約受付状況】
受付中

【接種券の発送】 10/2発送済み
（前回の接種日が5/5～8/28の方）

【予約受付状況】
受付中

【接種券の発送】
10月31日（発送予定）

【予約開始日時】 11/13 9:00（予定）

【接種券の発送】 送付しません。
※希望する場合は、保護者の方が保健
センターへ申請してください。

前回の接種券送付後、接種しなかった

【接種券の発送】 送付しません。
※前回送付した接種券を使用してく
ださい。

【予約受付状況】
受付中

【接種券の発送】 送付しません。
※前回送付した接種券を使用してく
ださい。

【予約受付状況】
受付中

【接種券の発送】 送付しません。
※前回送付した接種券を使用してく
ださい。

【予約開始日時】 11/13 9:00（予定）

【接種券の発送】 送付しません。
※前回送付した接種券を使用してく
ださい。

【予約受付状況】
受付中

◯接種券の送付について

　
予
防
接
種
で
は
健
康
被
害（
病
気
に

な
っ
た
り
障
害
が
残
っ
た
り
す
る
こ
と
）

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。極
め
て

ま
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、な
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、救
済
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。申
請
に
必
要
と
な

る
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０

　
予
防
接
種
で
は
健
康
被
害（
病
気
に

な
っ
た
り
障
害
が
残
っ
た
り
す
る
こ
と
）

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。極
め
て

ま
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、な
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、救
済
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。申
請
に
必
要
と
な

る
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

令
和
５
年 

秋 

開
始
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す

初
回
接
種
も
実
施
し
ま
す

乳
幼
児・小
児
の
方
へ
の

接
種
券
は
申
請
に
よ
り

発
行
し
ま
す

接
種
が
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関

他
の
予
防
接
種
と
の

接
種
間
隔

予
防
接
種
健
康
被
害

救
済
制
度

集
団
接
種
の
実
施
に
つ
い
て

令
和
５
年
10
月
12
日
現
在
の
情
報
で
す
。

●
対
象
者

初
回
接
種
を
終
了
し
た
す
べ
て
の
方

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

原
則
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．

５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
ま
た
は
モ
デ
ル
ナ
社
）

●
接
種
間
隔
／
費
用

前
回
か
ら
３
か
月
以
上
／
無
料

●
実
施
期
間

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
（
予
定
）

※

期
間
中
に
一
人
１
回
接
種

●
接
種
券
の
送
付
に
つ
い
て

 

通
知
（
接
種
券
）
の
送
付
対
象
と
な

る
方
へ
の
発
送
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
65
歳
以
上…

９
月
27
日
発
送

②
基
礎
疾
患
に
該
当…

10
月
２
日

（
春
開
始
接
種
時
に
申
請
し
た
方
）

③
12
歳
以
上
64
歳
以
下…

10
月
31
日

（
予
定
）

◇
接
種
券
の
送
付
対
象
と
な
る
方

　
12
歳
以
上
で
前
回
の
接
種
期
間
に
下

仁
田
町
か
ら
接
種
券
が
送
付
さ
れ
、接

種
を
う
け
た
方

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　
前
回
町
か
ら
接
種
券
を
送
付
し
た

後
、接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
に
は
、

送
付
し
ま
せ
ん
。送
付
済
み
の
接
種
券

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
し
て
お
り
、

手
元
に
接
種
券
の
な
い
方
は
、
町
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

原
則
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
・
１
・

５
系
統
対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン

●
対
象
者

生
後
６
か
月
以
上
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

を
一
度
も
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

生
後
６
か
月
か
ら
11
歳
の
お
子
様
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳

・
初
回（
１
〜
３
回
目
）接
種

・
追
加（
４
回
目
）接
種

◇
５
〜
11
歳

・
初
回（
１
、２
回
目
）接
種

・
追
加
接
種

ワクチン接種についてワクチン接種について
●問い合わせ　保健課保健推進係（保健センター）　☎82―５４９０

接
種
に
は
予
約
が
必
要
で
す

　
予
約
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話

ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
予
約
時
に「
接
種
券
番
号
」「
生
年
月

日
」「
希
望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」を

確
認
し
ま
す
。

●
電
話

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
相
談
・
予
約
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
―
５
０
０
―
６
６
２
　

◇
電
話
の
か
け
間
違
い
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
受
付
日
時
：
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
）

「
富
岡
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

（
Ｉ
Ｄ
：
＠
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｏ
ｋ
ａ
ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
）」を
友
だ
ち
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら「
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
」を
選
択
し
、

送
信
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
っ
て
操

作
し
て
く
だ
さ
い
。

　
富
岡
市
甘
楽
郡
内
の
協
力
医
療
機

関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。各
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
接
種
間
隔
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
医
師
が
認
め
る
場
合
は
同
時
接
種
も

可
能
で
す
。）

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外

　
互
い
に
、
片
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

て
か
ら
２
週
間
後
に
接
種
で
き
ま
す

（
同
時
接
種
は
不
可
）。

※

創
傷
時
の
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
等
、

緊
急
性
を
要
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、

例
外
と
し
て
２
週
間
を
空
け
ず
に
接

種
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。各
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
接
種
間
隔
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
医
師
が
認
め
る
場
合
は
同
時
接
種
も

可
能
で
す
。）

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外

　
互
い
に
、
片
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

て
か
ら
２
週
間
後
に
接
種
で
き
ま
す

（
同
時
接
種
は
不
可
）。

※

創
傷
時
の
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
等
、

緊
急
性
を
要
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、

例
外
と
し
て
２
週
間
を
空
け
ず
に
接

種
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

富岡市公式
LINEアカウント

◇下仁田町
大沢クリニック
◇富岡市
石川胃腸科医院
こすげレディスクリニック
高井クリニック
中野整形外科医院
和田クリニック
◇甘楽町
安藤医院
篠原整形外科医院

佐藤医院

大竹外科胃腸科
コマチクリニック
滝田医院
細谷医院

奥村クリニック
原医院

下仁田厚生病院

小泉医院
須藤医院
たけべ医院
細谷クリニック

小幡医院

◇南牧村
大沢クリニックなんもく分院

香内医院
西毛病院
田村医院
宮崎医院

こがはらクリニック

1

2

3

4

区分 年齢（基礎疾患の有無）

・65歳以上

・12～64歳で（基礎疾患がある）
※春開始接種時（5/8～9/19）、基礎
疾患等を理由に接種券を発行した。
※医療従事者や高齢者施設等従
事者で申請した方は区分3の欄を
ご確認ください。

・12～64歳（区分2を除く）

・生後6か月～11歳

前回の接種券送付後、接種を受けた

【接種券の発送】 9/27発送済み
（前回の接種日が5/5～8/28の方）

【予約受付状況】
受付中

【接種券の発送】 10/2発送済み
（前回の接種日が5/5～8/28の方）

【予約受付状況】
受付中

【接種券の発送】
10月31日（発送予定）

【予約開始日時】 11/13 9:00（予定）

【接種券の発送】 送付しません。
※希望する場合は、保護者の方が保健
センターへ申請してください。

前回の接種券送付後、接種しなかった

【接種券の発送】 送付しません。
※前回送付した接種券を使用してく
ださい。

【予約受付状況】
受付中

【接種券の発送】 送付しません。
※前回送付した接種券を使用してく
ださい。

【予約受付状況】
受付中

【接種券の発送】 送付しません。
※前回送付した接種券を使用してく
ださい。

【予約開始日時】 11/13 9:00（予定）

【接種券の発送】 送付しません。
※前回送付した接種券を使用してく
ださい。

【予約受付状況】
受付中

◯接種券の送付について

　
予
防
接
種
で
は
健
康
被
害（
病
気
に

な
っ
た
り
障
害
が
残
っ
た
り
す
る
こ
と
）

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。極
め
て

ま
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、な
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、救
済
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。申
請
に
必
要
と
な

る
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０

　
予
防
接
種
で
は
健
康
被
害（
病
気
に

な
っ
た
り
障
害
が
残
っ
た
り
す
る
こ
と
）

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。極
め
て

ま
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、な
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、救
済
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。申
請
に
必
要
と
な

る
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０
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県
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
会

場
と
し
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
利

用
す
る
県
民
に
対
し
、が
ん
検
診
等

の
普
及
啓
発
及
び
受
診
促
進
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
け
ん
し
ん
事
業
と
し
て「
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診
」を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
5
年
12
月
8
日（
金
）

午
後
1
時
〜
7
時
30
分

〈
昼
の
部
〉午
後
1
時
〜
4
時

〈
夜
の
部
〉午
後
5
時
〜
7
時
30
分

●
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎

●
検
査
内
容

　乳
が
ん
検
診（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

子
宮
頸
が
ん
検
診（
子
宮
頸
部
細
胞

診
検
査
）

●
自
己
負
担
金
　
5
0
0
円

（
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
無
料
）

●
対
象
者
　
令
和
5
年
度
下
仁
田
町

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者

●
定
員
　
乳
が
ん
検
診
　
先
着
80
名

子
宮
頸
が
ん
検
診
　
先
着
1
0
0
名

●
予
約
期
間
　
11
月
1
日（
水
）〜

11
月
20
日（
月
）

●
予
約
方
法
　
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎
82
―
５
４
９
０

　
婚
姻
後
、50
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦

に
慶
祝
状
を
贈
り
、長
寿
を
お
祝
い

い
た
し
ま
す
。

　
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

下
記
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、贈
呈
式
は
11
月
22
日（
水
）午

後
２
時
か
ら
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
者
　
下
仁
田
町
に
住
所
を
有

し
、昭
和
48
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
の
間
ま
で
に
婚
姻
を
し
て
50
年
を

迎
え
る
ご
夫
婦
及
び
50
年
以
上
を
経

過
し
、過
去
に
下
仁
田
町
金
婚
慶
祝

を
受
け
て
い
な
い
夫
婦
。

●
申
し
込
み
期
限

令
和
５
年
11
月
10
日（
金
）

●
申
込・問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

〜
金
婚
を

　お
祝
い
し
ま
す
〜

群
馬
県
乳
が
ん・
子
宮
頸
が
ん
検
診
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

　
お
薬
手
帳
は
、医
療
機
関
で
処
方

さ
れ
た
薬
の
名
前
・
飲
む
量
・
回
数
な

ど
の
記
録
を
残
す
た
め
の
手
帳
で

す
。継
続
的
に
薬
を
服
用
す
る
場
合
、

お
薬
手
帳
を
活
用
し
な
か
っ
た
り
、

複
数
の
お
薬
手
帳
が
あ
っ
た
り
す
る

と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
重
複
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
せ
ん
。お
薬
手
帳
は

必
ず
1
人
1
冊
に
ま
と
め
、常
に
持

ち
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
の
メ
リ
ッ
ト

①
薬
の
副
作
用
や
飲
み
合
わ
せ
の
リ

ス
ク
を
減
ら
せ
る

②
副
作
用
歴
、ア
レ
ル
ギ
ー
、過
去
の

病
気
な
ど
の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る

③
災
害
時
や
旅
行
時
の
急
病
で
も
、

い
つ
も
の
薬
が
わ
か
る

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
で
は
、ご
本
人
の
同
意
を
得
た

う
え
で
薬
局
が
薬
剤
情
報
を
閲
覧
す

　
お
薬
手
帳
は
、医
療
機
関
で
処
方

さ
れ
た
薬
の
名
前
・
飲
む
量
・
回
数
な

ど
の
記
録
を
残
す
た
め
の
手
帳
で

す
。継
続
的
に
薬
を
服
用
す
る
場
合
、

お
薬
手
帳
を
活
用
し
な
か
っ
た
り
、

複
数
の
お
薬
手
帳
が
あ
っ
た
り
す
る

と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
重
複
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
せ
ん
。お
薬
手
帳
は

必
ず
1
人
1
冊
に
ま
と
め
、常
に
持

ち
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
の
メ
リ
ッ
ト

①
薬
の
副
作
用
や
飲
み
合
わ
せ
の
リ

ス
ク
を
減
ら
せ
る

②
副
作
用
歴
、ア
レ
ル
ギ
ー
、過
去
の

病
気
な
ど
の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る

③
災
害
時
や
旅
行
時
の
急
病
で
も
、

い
つ
も
の
薬
が
わ
か
る

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
で
は
、ご
本
人
の
同
意
を
得
た

う
え
で
薬
局
が
薬
剤
情
報
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、ご
本
人
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
政
府
が
運
営
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
か
、パ
ソ

コ
ン
に
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
接

続
し
て
使
用
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係  

☎
64
―
8
8
0
1

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、ご
本
人
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
政
府
が
運
営
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
か
、パ
ソ

コ
ン
に
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
接

続
し
て
使
用
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係  

☎
64
―
8
8
0
1

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

予約は
ここから
予約は
ここから

　町商業協同組合（森川進理事長）は、サンスポーツランドで「第21回グラウンドゴルフ大会」を開き、63人が
快晴の下、プレーを楽しみました。加盟店で組合発行の「スクラムカード」で、規定ポイントで参加し、表彰式で
は全員に米や酒など、豪華な商品が贈られました。
（上位入賞者）
第１位　広澤　千明（西牧）
　　　　スコア62
第２位　木村　一郎（西牧）　
　　　　スコア71
第３位　小井土たつ子（西牧）
　　　　スコア73
第４位　小板橋茂子（西牧）　
　　　　スコア74
第５位　小井圡直次（西牧）
　　　　スコア75
※８ホール・４ラウンド32ホールで実施

下仁田町商業協同組合「第21回グラウンドゴルフ大会」
４年ぶりの開催

　令和６年４月１日より浄化槽整備事業は「官公庁会計」から「公営企業会計」へ移行します。
　公営企業会計へ移行することにより、経営状況や財政状況を明確に把握し、経営の効率化・健全化に努め
ます。
●移行後事業名　下仁田町浄化槽事業　●移行後使用料の請求方法　隔月請求
・【Ａ地区】馬山・西牧・青倉地区：偶数月請求　・【Ｂ地区】下仁田・小坂地区：奇数月請求
・口座振替日は請求月の２６日（土日祝日の場合は翌営業日）
・納入通知書でお支払いの方は翌月１０日前後が納入期限
※現在、使用料を使用月ごとで徴収していますが、移行後は水道料金と合わせ隔月（二カ月分）で徴収となり
ます。
※移行に伴い今年度３月分の口座振替日は３月２９日に振替となります。
※移行後のＡ地区の初回請求分（４月）は一カ月分の請求となります。
※今回の移行は、会計方式の変更であり、浄化槽使用料等の変更はありません。
●問い合わせ　建設水道課管理係　☎64－8807（直通）

「浄化槽整備事業」が公営企業会計へ移行します

　町のボランティア団体「食生活改善推進員（愛称　ヘルスメイト）」の皆さんが親子に簡単なランチを提供
します。この機会にぜひ子どもと楽しく食べることの大切さを学びませんか。
●日時　11月30日（木）　午前11時～午後1時
●会場　保健センター　１階　母子保健室
●対象　乳幼児とその保護者（先着10組）
●内容　①バランスを考えた幼児食の試食　②子どもと一緒にプチ調理体験
　　　　③ヘルスメイトからの食育伝達　　 ④参加親子の交流
●費用　材料費として　保護者３００円／子ども１５０円　※離乳食の用意は各自でお願いします
●持ち物　あれば親子共に、エプロン、バンダナ、手ふきタオル等ご用意ください
●申込・問い合わせ　保健課（保健センター）保健予防係　☎82－5490

食育講座「お母さんと一緒に学ぶたべもの教室」開催食育講座「お母さんと一緒に学ぶたべもの教室」開催

　
11
月
1
日
か
ら
公
募
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
指
定
管
理
期
間
　
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら（
3
年
間
）

●
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
　
☎
64
―
８
８
０
５

下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

指
定
管
理
者
募
集
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県
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
会

場
と
し
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
利

用
す
る
県
民
に
対
し
、が
ん
検
診
等

の
普
及
啓
発
及
び
受
診
促
進
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
け
ん
し
ん
事
業
と
し
て「
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診
」を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
5
年
12
月
8
日（
金
）

午
後
1
時
〜
7
時
30
分

〈
昼
の
部
〉午
後
1
時
〜
4
時

〈
夜
の
部
〉午
後
5
時
〜
7
時
30
分

●
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎

●
検
査
内
容

　乳
が
ん
検
診（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

子
宮
頸
が
ん
検
診（
子
宮
頸
部
細
胞

診
検
査
）

●
自
己
負
担
金
　
5
0
0
円

（
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
無
料
）

●
対
象
者
　
令
和
5
年
度
下
仁
田
町

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者

●
定
員
　
乳
が
ん
検
診
　
先
着
80
名

子
宮
頸
が
ん
検
診
　
先
着
1
0
0
名

●
予
約
期
間
　
11
月
1
日（
水
）〜

11
月
20
日（
月
）

●
予
約
方
法
　
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）☎
82
―
５
４
９
０

　
婚
姻
後
、50
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦

に
慶
祝
状
を
贈
り
、長
寿
を
お
祝
い

い
た
し
ま
す
。

　
次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

下
記
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、贈
呈
式
は
11
月
22
日（
水
）午

後
２
時
か
ら
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
者
　
下
仁
田
町
に
住
所
を
有

し
、昭
和
48
年
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
の
間
ま
で
に
婚
姻
を
し
て
50
年
を

迎
え
る
ご
夫
婦
及
び
50
年
以
上
を
経

過
し
、過
去
に
下
仁
田
町
金
婚
慶
祝

を
受
け
て
い
な
い
夫
婦
。

●
申
し
込
み
期
限

令
和
５
年
11
月
10
日（
金
）

●
申
込・問
い
合
わ
せ

福
祉
課
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

〜
金
婚
を

　お
祝
い
し
ま
す
〜

群
馬
県
乳
が
ん・
子
宮
頸
が
ん
検
診
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

　
お
薬
手
帳
は
、医
療
機
関
で
処
方

さ
れ
た
薬
の
名
前
・
飲
む
量
・
回
数
な

ど
の
記
録
を
残
す
た
め
の
手
帳
で

す
。継
続
的
に
薬
を
服
用
す
る
場
合
、

お
薬
手
帳
を
活
用
し
な
か
っ
た
り
、

複
数
の
お
薬
手
帳
が
あ
っ
た
り
す
る

と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
重
複
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
せ
ん
。お
薬
手
帳
は

必
ず
1
人
1
冊
に
ま
と
め
、常
に
持

ち
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
の
メ
リ
ッ
ト

①
薬
の
副
作
用
や
飲
み
合
わ
せ
の
リ

ス
ク
を
減
ら
せ
る

②
副
作
用
歴
、ア
レ
ル
ギ
ー
、過
去
の

病
気
な
ど
の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る

③
災
害
時
や
旅
行
時
の
急
病
で
も
、

い
つ
も
の
薬
が
わ
か
る

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
で
は
、ご
本
人
の
同
意
を
得
た

う
え
で
薬
局
が
薬
剤
情
報
を
閲
覧
す

　
お
薬
手
帳
は
、医
療
機
関
で
処
方

さ
れ
た
薬
の
名
前
・
飲
む
量
・
回
数
な

ど
の
記
録
を
残
す
た
め
の
手
帳
で

す
。継
続
的
に
薬
を
服
用
す
る
場
合
、

お
薬
手
帳
を
活
用
し
な
か
っ
た
り
、

複
数
の
お
薬
手
帳
が
あ
っ
た
り
す
る

と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
重
複
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
せ
ん
。お
薬
手
帳
は

必
ず
1
人
1
冊
に
ま
と
め
、常
に
持

ち
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
の
メ
リ
ッ
ト

①
薬
の
副
作
用
や
飲
み
合
わ
せ
の
リ

ス
ク
を
減
ら
せ
る

②
副
作
用
歴
、ア
レ
ル
ギ
ー
、過
去
の

病
気
な
ど
の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る

③
災
害
時
や
旅
行
時
の
急
病
で
も
、

い
つ
も
の
薬
が
わ
か
る

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
で
は
、ご
本
人
の
同
意
を
得
た

う
え
で
薬
局
が
薬
剤
情
報
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、ご
本
人
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
政
府
が
運
営
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
か
、パ
ソ

コ
ン
に
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
接

続
し
て
使
用
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係  

☎
64
―
8
8
0
1

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま

た
、ご
本
人
も
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
政
府
が
運
営
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
か
、パ
ソ

コ
ン
に
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
接

続
し
て
使
用
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係  

☎
64
―
8
8
0
1

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

予約は
ここから
予約は
ここから

　町商業協同組合（森川進理事長）は、サンスポーツランドで「第21回グラウンドゴルフ大会」を開き、63人が
快晴の下、プレーを楽しみました。加盟店で組合発行の「スクラムカード」で、規定ポイントで参加し、表彰式で
は全員に米や酒など、豪華な商品が贈られました。
（上位入賞者）
第１位　広澤　千明（西牧）
　　　　スコア62
第２位　木村　一郎（西牧）　
　　　　スコア71
第３位　小井土たつ子（西牧）
　　　　スコア73
第４位　小板橋茂子（西牧）　
　　　　スコア74
第５位　小井圡直次（西牧）
　　　　スコア75
※８ホール・４ラウンド32ホールで実施

下仁田町商業協同組合「第21回グラウンドゴルフ大会」
４年ぶりの開催

　令和６年４月１日より浄化槽整備事業は「官公庁会計」から「公営企業会計」へ移行します。
　公営企業会計へ移行することにより、経営状況や財政状況を明確に把握し、経営の効率化・健全化に努め
ます。
●移行後事業名　下仁田町浄化槽事業　●移行後使用料の請求方法　隔月請求
・【Ａ地区】馬山・西牧・青倉地区：偶数月請求　・【Ｂ地区】下仁田・小坂地区：奇数月請求
・口座振替日は請求月の２６日（土日祝日の場合は翌営業日）
・納入通知書でお支払いの方は翌月１０日前後が納入期限
※現在、使用料を使用月ごとで徴収していますが、移行後は水道料金と合わせ隔月（二カ月分）で徴収となり
ます。
※移行に伴い今年度３月分の口座振替日は３月２９日に振替となります。
※移行後のＡ地区の初回請求分（４月）は一カ月分の請求となります。
※今回の移行は、会計方式の変更であり、浄化槽使用料等の変更はありません。
●問い合わせ　建設水道課管理係　☎64－8807（直通）

「浄化槽整備事業」が公営企業会計へ移行します

　町のボランティア団体「食生活改善推進員（愛称　ヘルスメイト）」の皆さんが親子に簡単なランチを提供
します。この機会にぜひ子どもと楽しく食べることの大切さを学びませんか。
●日時　11月30日（木）　午前11時～午後1時
●会場　保健センター　１階　母子保健室
●対象　乳幼児とその保護者（先着10組）
●内容　①バランスを考えた幼児食の試食　②子どもと一緒にプチ調理体験
　　　　③ヘルスメイトからの食育伝達　　 ④参加親子の交流
●費用　材料費として　保護者３００円／子ども１５０円　※離乳食の用意は各自でお願いします
●持ち物　あれば親子共に、エプロン、バンダナ、手ふきタオル等ご用意ください
●申込・問い合わせ　保健課（保健センター）保健予防係　☎82－5490

食育講座「お母さんと一緒に学ぶたべもの教室」開催食育講座「お母さんと一緒に学ぶたべもの教室」開催

　
11
月
1
日
か
ら
公
募
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
指
定
管
理
期
間
　
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら（
3
年
間
）

●
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
　
☎
64
―
８
８
０
５

下
仁
田
町
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

指
定
管
理
者
募
集

27 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 26広
報しもにた



下仁田町民の『健康と食』に関するアンケート ご協力のお願い
　保健課では、下仁田町健康増進計画「健康しもにた21」・食育推進計画の最終評価及び策定に伴い、アン
ケートを実施しています。アンケートが届いた方は、ご協力をお願いします。
●対象者　20歳から74歳の方　●回答者　年齢毎に1/5層化　無作為抽出で当たられた方
●配布方法　保健推進員に依頼　●回答方法　WEB回答または、調査用紙で回答後に投函
●回答期限　令和5年11月24日（金）までにお願いします
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

約３分間の健康講話が聞けます
月／低血圧の心配　火／歯の神経を取ったまま放置したらどうなるの？
水／お子さんの耳は大丈夫？　木／糖尿病と歯科治療
金／帯状疱疹　土日／子宮外妊娠
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆9日（木）　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン10月☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（11月～12月）」

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

11月9日（木）
12月7日（木）

11月24日（金）

12月22日（金）

12月8日（金）

予約締切日
12月6日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年8月～9月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和5年2月～3月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

11月7・14・21・
     28日（火）

11月14日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制） 年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門

スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆11月5日（日）　  小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
◆11月19日（日）　菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

健康健康

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

11/16（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

11/14（火）

１０：００～１１：３０

29 28下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



下仁田町民の『健康と食』に関するアンケート ご協力のお願い
　保健課では、下仁田町健康増進計画「健康しもにた21」・食育推進計画の最終評価及び策定に伴い、アン
ケートを実施しています。アンケートが届いた方は、ご協力をお願いします。
●対象者　20歳から74歳の方　●回答者　年齢毎に1/5層化　無作為抽出で当たられた方
●配布方法　保健推進員に依頼　●回答方法　WEB回答または、調査用紙で回答後に投函
●回答期限　令和5年11月24日（金）までにお願いします
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

約３分間の健康講話が聞けます
月／低血圧の心配　火／歯の神経を取ったまま放置したらどうなるの？
水／お子さんの耳は大丈夫？　木／糖尿病と歯科治療
金／帯状疱疹　土日／子宮外妊娠
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆9日（木）　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン10月☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（11月～12月）」

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

11月9日（木）
12月7日（木）

11月24日（金）

12月22日（金）

12月8日（金）

予約締切日
12月6日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします

受付時間は通知で
お知らせします

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和5年8月～9月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和5年2月～3月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和2年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

11月7・14・21・
     28日（火）

11月14日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制） 年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門

スタッフが応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
診察日　日曜日、祝日
診療場所　休日診療所
　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆11月5日（日）　  小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
◆11月19日（日）　菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

健康健康

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

11/16（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

11/14（火）

１０：００～１１：３０
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1111 有
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告

月
11

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な

い
よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税

の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
残

高
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

※
コ
ン
ビ
ニエン
ス
ス
ト
ア
等
で
も
お

支
払
い
が
で
き
ま
す
。

１1
月
２5
日（
土
）２6
日（
日
）

町
税
の
納
税
に
つ
い
て
、お
困
り
事

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
住
民
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
金
）・
20
日（
月
）・
29
日

（
水
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

８
日（
金
）・２０
日（
水
）・２７
日（
水
）

の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
４
期

国
民
健
康
保
険
税
５
期

介
護
保
険
料
５
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
５
期

納
期
限
は
１1
月
３0
日（
木
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

●下仁田町公式Facebookページ
https://www.facebook.com/
shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/shimonita_town
アカウント名:@shimonita_town

●下仁田町LINEアカウント
@shimonita

人口
　男
　女
世帯

（　15）
（　 6）
（　 9）
（　 3）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

6,363人
3,120人
3,243人
3,154世帯

転入  9人/  出生 0人
転出  9人/  死亡 15人

（10月1日現在）

（9月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２3年２０２3年 No811

月月

有
料
広
告

下仁田町下仁田町

9月届出分〈敬称略・順不同〉

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（　太　）
（姉　妹）
（　浩　）
（　浩　）
（元　子）
（宣　行）
（　茂　）
（初　男）
（　睦　）
（典　昭）

中　央
上青倉
下青倉
下小坂
下青倉
中小坂
下　町
大桑原
下　町
城　西

須賀　悠登　 　（大　東）
南　　歩果　　 （埼玉県）｛

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名

永井　八千代
神戸　幸作
福田　光男
安藤　健
大河原　國勝
永井　ケサ
大島　とよ
浅川　さち子
阪本　𠮷子
岡野　和夫

～雅なお囃子と勇壮な山車で華ぐ秋日～
伝統の  下仁田秋祭り”

１０月７日・８日（当番町:東町祭典委員会）

撮影者　馬場秀次（仲町広報係）撮影者　馬場秀次（仲町広報係）

　令和５年３月１日以降、新たに
マイナンバーカードの申請を行
い、取得の際に下仁田町の住民
基本台帳に登録されている方を
対象に下仁田町商業協同組合
商品券（５，０００円分）を交付いた
します。☎82-2112（住民係）

新規取得者へ
商品券プレゼント！
新規取得者へ
商品券プレゼント！


